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今
回
紹
介
す
る
『﹇
植
物
学
用
語
対
訳
帳
﹈』
は
、
我
が
国
初
の
対
訳
植
物
学
用
語
集
『
植
學
譯
筌
』
草
稿
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

　『
植
學
譯
筌
』
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
、
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
田
中
芳
男
閲
・
小
野
職
愨
訳
・
久
保
弘
道
校
、
二
七
ペ
ー

ジ
、
一
七
㎝
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
英
語
、
ラ
テ
ン
語
の
植
物
学
用
語
四
九
七
語
と
そ
の
対
訳
を
羅
列
。
明
治
八
年
文
部
省
刊
行
『
植
學
淺
解

　
初
編
』（
田
中
芳
男
閲
・
小
野
職
愨
訳
・
久
保
弘
道
校
　
三
四
丁
　
二
六
㎝
）
の
巻
末
に
字
類
と
し
て
付
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
別
に
小
冊

子
と
し
て
刊
行
し
た
と
い
う
。
後
述
す
る
「o

vu
le

」
を
含
め
、
不
適
当
な
訳
語
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ぬ
指
摘
を
後
に
受
け
た
が
、
こ
れ
は
『
植

學
譯
筌
』
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

　『﹇
植
物
学
用
語
対
訳
帳
﹈』
は
、
共
表
紙
、
仮
綴
、
九
丁
、
二
五
㎝
。
冒
頭
に
文
部
省
罫
紙
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
一
枚
が
綴
じ
こ
ま
れ
、
草

稿
部
分
が
九
丁
続
く
。
一
丁
と
二
丁
に
は
衆
芳
軒
叢
書
罫
紙
、
三
丁
以
降
は
文
部
省
罫
紙
使
用
。
小
野
家
旧
蔵
資
料
の
中
の
一
点
で
あ
り
、
罫

紙
、
字
体
か
ら
判
断
し
て
も
、
訳
者
小
野
職
愨
の
自
筆
草
稿
で
あ
ろ
う
。
一
行
に
三
項
目
（
英
語
ラ
テ
ン
語
の
用
語
・
対
訳
・
発
音
の
カ
ナ
書
ま

た
は
説
明
文
）
の
形
式
、
重
複
や
削
除
も
入
れ
て
、
二
二
〇
語
前
後
の
収
録
か
。
用
語
の
並
び
順
は
、『
植
學
淺
解
　
初
編
』
に
用
語
が
現
れ
る
順

序
と
お
お
む
ね
一
致
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
は
な
い
。
収
録
語
数
の
少
な
さ
か
ら
見
て
も
、
初
期
の
草
稿
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
発
音
の
カ

ナ
書
と
説
明
文
は
、『
植
學
淺
解
　
初
編
』
の
文
章
と
重
な
る
も
の
が
多
い
が
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。『
植
學
淺
解
』
草
稿
を
作
成
し
つ
つ
、
こ

の
草
稿
を
作
成
し
た
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
草
稿
そ
の
も
の
が
『
植
學
淺
解
』
草
稿
の
初
期
段
階
で
あ
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。

　
写
真
上
段
は
、
五
丁
裏
と
六
丁
表
。
こ
こ
の
「
子
房
上
鬚
」「
外
向
」「
内
向
」「
胞
」
ほ
か
の
用
語
は
、『
植
學
淺
解
　
初
編
』
に
お
い
て
は
、

二
二
丁
表
か
ら
二
四
丁
裏
に
出
現
す
る
。
写
真
中
ほ
ど
に
「O

vu
le

　
胚
珠
」
と
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
後
年
、
小
野
職
愨
は
『
植
學
譯

筌
』『
植
學
淺
解
』
中
「o
vu
le

」
訳
語
の
「
胚
珠
」
に
関
し
て
、
牧
野
富
太
郎
、
上
野
益
三
か
ら
批
判
さ
れ
る
。「o

vu
le

」
は
「
卵
」
と
訳
す
べ

き
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
。
批
判
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
も
「o

vu
le

」
は
「
胚
珠
」
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。

　
写
真
下
段
は
、
八
丁
裏
と
最
終
丁
の
九
丁
表
。
八
丁
裏
に
は
「
無
輪
花
」「
單
性
花
」「
雌
雄
雑
居
」
ほ
か
、『
植
學
淺
解
　
初
編
』
巻
末
に
近

い
三
〇
丁
表
か
ら
三
二
丁
表
ま
で
出
現
す
る
用
語
が
見
ら
れ
る
。
九
丁
表
の
「
無
胚
子
」「
多
辨
子
床
花
」「
鬚
辨
蕚
上
花
」「
単
辨
子
床
花
」「
多

弁
花
」
等
の
用
語
は
、『
植
學
淺
解
　
初
編
』
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
無
胚
子
」
は
無
花
部
の
用
語
、
他
は
有
花
部
双
子
葉

の
分
類
の
用
語
で
あ
る
。『
植
學
淺
解
　
初
編
』
本
文
は
、「
分
科
植
學
ノ
設
ア
リ
テ
以
テ
夥
多
ノ
植
物
ヲ
區
別
シ
其
類
屬
ヲ
分
ツ
…
區
別
ノ
法
ヲ

今
垤
甘
度
爾
列
氏
ノ
規
則
ニ
随
テ
次
ニ
詳
載
ス
」
と
分
類
規
則
に
言
及
し
つ
つ
終
わ
っ
て
い
る
。
九
丁
表
は
、
刊
行
な
ら
な
か
っ
た
『
植
學
淺

解
』
植
物
分
類
の
項
の
草
稿
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
の
『﹇
植
物
学
用
語
対
訳
帳
﹈』
は
、『
植
學
譯
筌
』『
植
學
淺
解
　
初
編
』
成
立
の
過
程
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
明
治
初

期
に
お
け
る
植
物
学
用
語
の
模
索
の
一
端
が
伺
え
る
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。（
当
館
請
求
記
号
　W

392-N
20

）
　

（
膝
舘
　
寿
巳
恵
）

ひ
ざ
た
て
　
　

す

み

え

し
ょ
く
が
く
や
く
せ
ん

も
と
よ
し

し
ょ
く
が
く
せ
ん
か
い
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国
立
国
会
図
書
館
は
、
今
年
二
月
一
〇
日
、｢

国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
に
つ
い

て｣

を
記
者
発
表
し
た
。
こ
の
発
表
の
背
景
に
は
、
自
由
民
主
党
の

｢

国
会
事
務
局

等
改
革
に
関
す
る
提
言｣

が
、
国
立
国
会
図
書
館
を

｢

組
織
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
っ

た
上
で
独
立
法
人
化｣

す
る
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。

下
記
に
掲
載
す
る
記
者
発
表
文
に
も
あ
る
と
お
り
、
本
来
当
館
と
し
て
政
党
の
提

言
に
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
く
、
ま
た
、
当
該
提
言
自
体
が
今
後
国
会
の
場
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
機
会
に
、
設
立
の
理
念

と
当
館
五
八
年
間
の
営
み
を
踏
ま
え
、
改
め
て
国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
を
説
明
し
、

多
く
の
方
の
理
解
を
得
た
い
と
考
え
る
。

国
立
国
会
図
書
館
は
、
昭
和
二
三

(

一
九
四
八)

年
に
国
会
法
お
よ
び
国
立
国
会

図
書
館
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
。
議
会
に
図
書
館
を
設
け
る
と
の
提
案
は
、
早

く
も
帝
国
議
会
開
設
の
翌
年
明
治
二
四

(

一
八
九
一)

年
に
行
わ
れ
て
お
り*

、
そ

の
後
衆
貴
両
議
院
に
図
書
館

(

室)

が
設
け
ら
れ
た
が
、
本
格
的
な
議
会
図
書
館
の

設
置
は
、
半
世
紀
を
経
て
、
国
会
が
、｢

国
権
の
最
高
機
関｣

｢

唯
一
の
立
法
機
関｣

と
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
下
に
お
い
て
初
め
て
実
現
し
た
。
他
方
、
国
立
図
書
館

(

帝

国
図
書
館)

あ
る
い
は
我
が
国
の
図
書
館
界
全
体
の
状
況
も
、
諸
外
国
に
比
べ
十
分

な
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

＊

｢

議
会
ニ
独
立
ノ
図
書
館
ヲ
設
置
ス｣

『

公
文
類
聚』

第
一
五
編

(

明
二
四)

巻
六
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そ
の
よ
う
な
中
で
、
新
し
い
納
本
制
度
に
よ
り
国
内
刊
行
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
、

諸
外
国
の
国
立
図
書
館
と
の
出
版
物
の
国
際
交
換
等
に
よ
っ
て
外
国
資
料
も
揃
え
、

そ
れ
ら
の
図
書
館
資
料
を
基
に
、
国
会
議
員
の
職
務
遂
行
に
資
す
る
と
と
も
に
、
行

政
・
司
法
各
部
門
、
国
民
に
図
書
館
奉
仕
を
提
供
す
る
一
大
図
書
館
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

爾
来
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
会
の
活
動
を
資
料
情
報
面
、
調
査
分
析
面
で
補

佐
し
、
ま
た
、
我
が
国
の
中
央
図
書
館
と
し
て
、
国
内
外
の
図
書
館
と
連
携
協
力
し

て
図
書
館
奉
仕
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今
日
、
国
会
に
対
す
る
調
査
回
答
件
数
は

四
万
件
近
く
に
達
し
、
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
提
供
、
各
種
総
合
目
録
事
業
・
協
力
事

業
を
通
じ
た
対
図
書
館
奉
仕
、
ま
た
、
来
館
利
用
、
電
子
図
書
館
事
業
を
含
む
国
民

へ
の
奉
仕
も
年
々
拡
充
し
て
い
る
。

国
立
国
会
図
書
館
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
、
奉
仕
は
相
互
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
国

会
の
た
め
の
調
査
は
資
料
が
収
集
蓄
積
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
て
い
て
初
め
て
行
い
得

る
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
の
施
設
は
東
京
本
館
、
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
資
料
・
機
能
面
で
は
一
体
と
な
っ
て
国
立
国
会
図

書
館
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
い
る
。
行
政
・
司
法
各
部
門
に
対
す
る
図
書
館
奉

仕
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
各
府
省
・
最
高
裁
判
所
に
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
図
書

館
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
中
央
館
と
支
部
図
書
館
も
密
接
に
連
携
し
て
い
る
。

図
書
館
は
成
長
す
る
有
機
体
で
あ
る

(

ラ
ン
ガ
ナ
タ
ン
の
図
書
館
第
五
法
則)

。

国
立
国
会
図
書
館
は
、
知
の
集
積
継
承
と
い
う
図
書
館
の
文
化
的
意
義
や
国
立
国
会

図
書
館
設
立
の
理
念
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
国
会
の
機
能
強
化
に
資
す
る
た
め
、
ま

た
情
報
環
境
が
変
化
す
る
中
で
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
館
の
任
務

を
更
に
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(

総
務
部
総
務
課)
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国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て

(

記
者
発
表

平
成
一
八
年
二
月
一
〇
日)

本
日

(

平
成
一
八
年
二
月
一
〇
日)

自
由
民
主
党
行
政
改
革
推
進

本
部
の
会
合
で
示
さ
れ
た

｢

国
会
事
務
局
等
改
革
に
関
す
る
提
言

(

メ
モ)｣

に
お
い
て
国
立
国
会
図
書
館
の
独
立
法
人
化
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
は
国
会
に
属
す
る
機
関
で
あ
り
、
館
長
は
両
議

院
の
議
長
が
議
院
運
営
委
員
会
と
協
議
の
後
国
会
の
承
認
を
得
て
任

命
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
立
国
会
図
書
館

の
あ
り
方
の
問
題
は
両
議
院
の
議
長
及
び
議
院
運
営
委
員
会
の
掌
理

す
る
事
項
で
あ
り
、
当
館
と
し
て
は
両
議
院
の
議
長
及
び
議
院
運
営

委
員
会
の
指
示
に
従
う
も
の
で
あ
っ
て
、
政
党
の

｢
提
言｣

に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
由
民
主
党
行
政
改
革
推
進
本
部
に
よ
る

｢
提
言｣

は
、

国
立
国
会
図
書
館
の
あ
り
方
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
館
の

役
割
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
説
明
い
た
し
ま
す
。

◎
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
は
、
国
会
か
国
民
か

●

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
が
国
会
議
員
、
行
政･

司

法
各
部
門
、
国
民
で
あ
る
こ
と
は
、
法
律

(

国
立
国
会
図
書
館

法
第
二
条)

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●

国
会
に
置
か
れ
た
機
関
と
し
て

(

国
会
法
第
一
三
〇
条)

、
国

会
議
員
の
職
務
遂
行
に
資
す
る
の
が
第
一
の
任
務
で
す
。

●

そ
れ
と
同
時
に
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、
行
政･

司
法
各
部
門

(

府
省
、
裁
判
所)

に
、
そ
し
て
広
く
国
民
に
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

◎
国
会
に
図
書
館
が
置
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か

●

世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
に
議
会
が
あ
り
、
議
会
の
あ
る
国
の
ほ

と
ん
ど
に
規
模
の
大
小
や
機
能
の
広
狭
は
あ
っ
て
も
議
会
図
書

館
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
国
会
の
活
動

(

立
法
、

行
政
監
視)

に
、
立
法
府
自
前
の
、
客
観
的
な
、
資
料
に
基
づ

い
た
調
査
と
情
報
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

●

国
立
国
会
図
書
館
法
の
前
文
は
、
こ
の
こ
と
を

｢

真
理
が
わ
れ

ら
を
自
由
に
す
る｣

と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
ま
す
。

●

国
会
の
た
め
の
立
法
補
佐
業
務
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

(

資
料

の
提
供)

に
と
ど
ま
ら
ず
、
掘
り
下
げ
た
調
査
・
分
析
も
行
わ

れ
ま
す
。(

国
立
国
会
図
書
館
法
第
一
五
条
。
年
三
万
数
千
件

の
調
査
回
答
。
多
数
の
国
政
審
議
参
考
資
料
の
刊
行)

◎
国
会
の
図
書
館
が
国
民
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
は
な
ぜ
か

●

国
立
国
会
図
書
館
法
の
前
文
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館
は
、
真

理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
と
い
う
確
信
に
立
っ
て
、
憲
法
の

誓
約
す
る
日
本
の
民
主
化
と
世
界
平
和
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
、
こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
。｣

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
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民
主
主
義
は
、
国
会
議
員
だ
け
で
な
く
、
国
民
が
情
報
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
が
国
民
の

情
報
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
、
国
会
議
員
の
活
動
を
調
査
・

情
報
面
で
補
佐
す
る
こ
と
と
目
的
を
同
じ
く
し
ま
す
。

●

国
立
国
会
図
書
館
は
、
納
本
制
度
に
よ
り
、
日
本
の
官
庁
出
版

物
、
民
間
出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
い
ま
す

(

国
立
国
会

図
書
館
法
第
一
〇
章
、
第
一
一
章)

。
こ
れ
ら
の
収
集
資
料
は
、

国
会
議
員
の
た
め
の
立
法
補
佐
業
務
の
基
盤
と
な
る
と
同
時
に
、

蓄
積
保
存
さ
れ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
の
利
用
に
供
さ
れ
ま

す
。

●

国
に
よ
っ
て
は
一
つ
の
図
書
館
が
納
本
図
書
館

(

国
の
中
央
図

書
館)

と
議
会
図
書
館
の
役
割
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
と

(

日
本
、
ア
メ
リ
カ)

、
別
の
図
書
館
が
各
々
の
機
能
を
担
っ
て

い
る
と
こ
ろ
と
が
あ
り
ま
す

(

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど)

。

前
者
の
方
式
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
資
料
を
共
通
に
で

き
る
の
で
国
会
、
国
民
の
双
方
に
と
っ
て
有
益
か
つ
効
率
的
で

す
。

◎
国
立
国
会
図
書
館
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
留
意
す
べ
き

こ
と

●

国
会

(

衆
参
両
議
院
、
委
員
会
、
全
議
員)

に
対
し
て
行
う
立

法
補
佐

(

資
料
に
基
づ
く
調
査
、
情
報
の
提
供)

に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・

議
員
が
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ

い
て
で
も
調
査
、
情
報
の
要
求
が
で
き
る
こ
と

・

質
の
高
い
調
査
が
維
持
で
き
る
こ
と

(

議
員
の
要
求
に
基
づ

く
調
査
、
国
政
課
題
を
予
測
し
て
行
う
調
査
。
立
法
府
と
し

て
行
政
府
に
匹
敵
す
る
専
門
家
、
有
為
の
人
材
の
確
保)

・

議
院
事
務
局
・
議
院
法
制
局
の
行
う
業
務
と
同
様
に
、
立
法

府
そ
の
も
の
の
仕
事

(

国
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
直
接
実
施

す
べ
き
事
務)

と
し
て
の
性
格
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と

・

行
政
府
の
管
下
に
入
る
こ
と
は
考
慮
外
と
し
て
も
、
府
省
と

対
等
な
関
係
に
立
っ
て
活
動
で
き
る
こ
と

(

行
政
情
報
の
入

手
、
行
政
府
の
提
案
に
係
る
法
案
の
分
析
評
価)

●

国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

・

全
国
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館
、
外
国

の
中
央
図
書
館
と
連
携
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
我
が
国
の
中

央
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

・

全
国
の
国
民
の
情
報
ニ
ー
ズ
に
直
接
応
え
る
各
種
の
図
書
館

サ
ー
ビ
ス

●

納
本
図
書
館
と
し
て
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

・

政
府
刊
行
物
が
、
国
会
議
員
・
国
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

確
実
に
納
入
さ
れ
る
こ
と

・

民
間
出
版
物
が
す
べ
て
納
入
さ
れ
日
本
の
文
化
財
と
し
て
蓄

積
保
存
さ
れ
る
こ
と
。
民
間
出
版
物
も
ま
た
立
法
補
佐
業
務

の
基
盤
と
な
る
。
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韓
国
国
会
図
書
館
と
の
業
務
交
流

(

第
三
回)

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
の
た
め
に

は
じ
め
に

二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
一
二
月
四
日
ま
で
、
当
館
に
お

い
て
韓
国
国
会
図
書
館
と
の
第
三
回
業
務
交
流
が
行
わ
れ
た
。

韓
国
国
会
図
書
館
は
、
国
会
の
た
め
の
図
書
館
で
あ
る
と
同
時
に

一
般
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
国
立
中
央
図
書
館
と
と

も
に
韓
国
を
代
表
す
る
図
書
館
で
あ
る
。

韓
国
国
会
図
書
館
で
、
当
館
の
立
法
調
査
業
務
に
相
当
す
る
業
務

を
担
当
し
て
い
る
の
が
立
法
電
子
情
報
室
で
あ
る
。
同
室
は
、
分
野

別
に
三
つ
に
分
か
れ
た
立
法
調
査
各
課
と
電
子
情
報
を
担
当
す
る
二

つ
の
課
の
計
五
課
か
ら
成
り
、
定
員
は
九
六
名
で
あ
る
。
立
法
調
査

各
課
は
、
各
政
策
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
立
法
情
報
研
究
官

(

計

二
二
名
、
全
員
が
博
士)

、
語
学
の
専
門
家
で
あ
る
海
外
資
料
官
お

よ
び
司
書
で
構
成
さ
れ
る
。
立
法
電
子
情
報
室
の
ほ
か
に
は
、
収
集

整
理
局
、
参
考
奉
仕
局
等
が
置
か
れ
、
職
員
数
は
館
全
体
で
二
七
五

名
で
あ
る
。

当
館
と
韓
国
国
会
図
書
館
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
と
二
〇
〇
一
年
度

の
二
年
間
に
、
各
々
の
職
員
一
名
を
交
互
に
派
遣
し
て
約
一
か
月
間

の
実
務
研
修
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
交
流
の
あ
り
方
を
見
直
し
た
結

果
、
二
〇
〇
三
年
度
以
降
の
四
年
間
は
、
相
互
に
二
名
の
職
員
を
派

遣
し
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
課
題
に
つ
い
て
報
告
、
討
議
す
る
方

式
で
の
業
務
交
流
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
の
枠
組
み
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
三
年
度
は
、
韓
国
側
の
代
表
団

二
名
を
当
館
に
迎
え

(

本
誌
五
一
七
号)

、
ま
た
、
昨
年
度

(

二
〇
〇
四
年
度)

は
、
当
館
か
ら
調
査
員
二
名
が
訪
韓
し

(

本
誌

五
二
九
号)

、
そ
れ
ぞ
れ
業
務
交
流
を
行
っ
た
。

今
回

(

二
〇
〇
五
年
度)

は
、
再
び
韓
国
国
会
図
書
館
か
ら
、
職

員
二
名
を
招
へ
い
し
た
。
立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
一
課
の
イ
・

ヒ
ョ
ン
チ
ュ
ル

(

李
鉉
出)

立
法
情
報
研
究
官

(

政
治
担
当)

と
同

じ
く
立
法
調
査
二
課
の
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン

(

朴
鍾
賢)

立
法
情

報
研
究
官

(

金
融
担
当)

で
あ
る
。

今
回
の
業
務
交
流
の
目
的
は
、
第
一
回
、
第
二
回
の
業
務
交
流
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
両
館
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
を

一
層
深
め
、
よ
り
具
体
的
な
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
双

方
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
の
た
め
の
示
唆
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

業
務
交
流
は
二
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。
一
一
月
三
〇

日
の
業
務
交
流
Ⅰ

｢

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善｣

で

は
、
韓
国
側
は
、
イ
・
ヒ
ョ
ン
チ
ュ
ル
立
法
情
報
研
究
官
が
、
最
近

の
立
法
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
と
そ
の
対
応
策
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
日
本
側
は
、
芦
田
淳
調
査
企
画
課
課
長
補
佐
が
、
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当
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
昨
年
行
っ
た
国
会
議
員
要
望
調
査
の

概
要
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

一
二
月
一
日
の
業
務
交
流
Ⅱ

｢

電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
新
展

開｣

で
は
、
韓
国
側
は
、
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
立
法
情
報
研
究
官

が
、
日
本
側
は
、
伊
藤
克
尚
議
会
官
庁
資
料
課
課
長
補
佐
が
、
両
館

に
お
け
る
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

以
下
に
、
業
務
交
流
の
各
報
告
と
質
疑
応
答
の
概
要
、
そ
の
他
の

日
程
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一

業
務
交
流
Ⅰ

｢

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善｣

｢

顧
客
の
需
要
変
化
と
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
発
展｣

立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
一
課

イ･

ヒ
ョ
ン
チ
ュ
ル
立
法
情
報
研
究
官

①
立
法
支
援
環
境
の
変
化

二
〇
〇
四
年
総
選
挙
で
は
、
熱
意
あ
る
若
手
の
初
当
選
議
員
た
ち

が
大
挙
し
て
登
院
し
、
ま
た
、
各
分
野
の
専
門
性
や
社
会
各
界
の
代

表
性
を
備
え
た
比
例
代
表
議
員
が
増
え
る
な
ど
、
国
会
は
世
代
交
代

を
果
た
す
と
と
も
に
、
そ
の
人
的
構
成
は
多
元
化
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
立
法
の
領
域
の
多
元
化
、
専
門
知
識
に
基
づ
く
法
案
の
発

議
の
増
加
に
伴
い
、
立
法
情
報
に
対
す
る
需
要
が
急
増
し
て
い
る
。

内
外
の
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
議
会
の
専
門
性
の
確
保

は
急
務
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
立
法
支
援
機
構
の
役
割
と
機
能
も
新

た
な
需
要
を
満
た
す
た
め
の
変
化
と
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
顧
客
の
需
要
変
化

最
近
の
国
会
と
議
員
を
取
り
囲
む
環
境
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
立

法
支
援
の
需
要
の
変
化
は
、
次
の
四
点
に
整
理
で
き
る
。

・
議
員
等
か
ら
の
各
種
の
資
料
・
情
報
の
要
求
は
量
的
に
著
し
く
増

大
し
、
こ
の
こ
と
は
議
員
の
発
議
法
案
の
増
加
や
、
法
案
を
発
議
す

る
議
員
の
数
の
増
加
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

・
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
に
伴
い
、
議
員
た
ち
の
情
報
要
求

レ
ベ
ル
が
変
化
し
、
単
純
な
デ
ー
タ
よ
り
も
デ
ー
タ
の
持
つ
政
策
的

な
含
意
や
立
法
の
影
響
評
価
に
つ
い
て
の
要
求
が
増
え
て
い
る
。
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業務交流日程

11月28日 訪日団東京着

11月29日 館長表敬､ 館内見学､ 調査及び立法

考査局の業務説明､ 東京都議会見学

11月30日 国会､ 国会分館見学

業務交流Ⅰ

｢顧客ニーズの把握とサービスの改

善｣

12月１日 業務交流Ⅱ

｢電子情報提供サービスの新展開｣

調査及び立法考査局職員との懇談

早稲田大学マニフェスト研究所見学

12月２日 今後の業務交流に関する協議・懇談

アジア経済研究所見学

12月３日 都内文化施設等視察

12月４日 羽田空港から帰国



・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
外
国
の
政
策
事
例
や
立
法
例
に

関
す
る
翻
訳
や
調
査
・
分
析
の
要
求
が
急
増
し
て
い
る
。

・
情
報
化
の
加
速
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
含
め
て
情
報
源
が

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
中
で
、
情
報
ソ
ー
ス
を
多
元
化
し
、
多
様
か

つ
客
観
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

③
国
会
図
書
館
の
対
応

こ
の
よ
う
な
立
法
情
報
の
需
要
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
以
下
の
よ

う
な
対
策
を
実
施
ま
た
は
準
備
し
て
い
る
。

・
特
定
の
政
策
に
つ
い
て
、
そ
の
立
案
段
階
か
ら
計
画
・
執
行･

評

価
に
至
る
政
策
過
程
に
お
け
る
客
観
的
事
実
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・

整
理
し
て
提
供
す
る

｢

政
策
沿
革
情
報
サ
ー
ビ
ス｣

を
六
つ
の
常
任

委
員
会
で
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

・
立
法
情
報
研
究
官
が
分
析
的
な
業
務
に
重
点
的
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
複
数
の
言
語
専
門
家
と
情
報
検
索
司
書
で

｢
総
合
検
索
チ
ー
ム｣

を
構
成
し
て
、
迅
速
な
事
実
情
報
の
提
供
業
務
に
対
処
し
て
い
る
。

・
主
題
別
の
参
考
情
報
サ
イ
ト
を
調
査
・
登
録
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
資
源
を
収
集
し
、
立
法
情
報
と
し
て
価
値
の
高
い
資
料
を
図
書
館

の
蔵
書
と
し
て
確
保
す
る

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム｣

を
構
築
中
で
あ
る
。

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
主
要
加
盟
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど
一
七
か
国
と
Ｅ
Ｕ

に
お
け
る
最
新
の
制
定
・
改
正
法
令
の
主
要
骨
子
を
翻
訳
し
て
メ
ー

リ
ン
グ･

サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
り
提
供
す
る

｢

最
新
外
国
法
律
消
息｣

の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

④
サ
ー
ビ
ス
発
展
の
た
め
の
課
題

立
法
情
報
の
需
要
は
量
と
質
の
面
で
拡
大
の
一
途
に
あ
り
、
こ
れ

に
応
え
る
た
め
に
は
有
能
な
人
材
の
確
保
と
専
門
的
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
。
人
材
に
つ
い
て
は
、
よ
り
先
端
の
、
ま
た
新

生
分
野
に
つ
い
て
の
優
れ
た
専
門
家
や
、
専
門
性
と
外
国
語
能
力
を

と
も
に
備
え
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
既
存
の
人
員
の
再
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
弾
力
的
な
人
員
配
置
も
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
事
実

情
報
と
分
析
的
な
情
報
の
ニ
ー
ズ
を
分
離
し
、
立
法
情
報
研
究
官
が

分
析
的
な
情
報
提
供
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、

依
頼
者
の
意
図
と
要
求
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
研
究
官
は
依

頼
者
と
一
層
緊
密
な
関
係
を
保
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

｢

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善｣

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課

芦
田
淳
課
長
補
佐

調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
資
す
る
た

め
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
七
月
一
九
日
か
ら
八

月
八
日
に
か
け
て
、
国
会
議
員
か
ら
の
要
望
調
査
を
行
っ
た
。
聴
取

対
象
者
と
し
て
抽
出
し
た
一
〇
〇
名
の
国
会
議
員
の
う
ち
四
七
名
か

ら
要
望
等
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

依
頼
調
査
、
予
測
調
査
、｢

調
査
の
窓｣

、
来
館
利
用

(

議
員
閲
覧

室
、
国
会
分
館)

等
に
つ
い
て
、
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
評
価

や
改
善
す
べ
き
点
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
伺
っ
た

(

よ
り
詳
し
く
は
、

本
誌
本
年
一
月
号
掲
載
の

｢

こ
れ
か
ら
の
国
会
サ
ー
ビ
ス｣

を
参
照)

。

調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
こ
の
要
望
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
業
務
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
中
長
期
的
な
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課
題
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
六
年
か
ら

の
五
年
間
を
対
象
と
す
る

｢

第
二
次

国
会
サ
ー
ビ
ス
基
本
計
画｣

の
実
施

を
通
じ
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

質
疑
応
答

韓
国
側
か
ら
は
、
当
館
の
依
頼
調

査
回
答
に
占
め
る
高
度
な
分
析
的
調

査
の
割
合
や
、
議
員
と
調
査
員
の
関

係
の
緊
密
さ
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。
当
館
側
か
ら
は
、
韓
国
国

会
図
書
館
に
お
け
る
事
実
調
査
と
分

析
的
調
査
の
振
り
分
け
、
他
の
立
法

補
佐
機
関
と
の
役
割
分
担･

連
携
、

議
員
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法
等
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
韓
国
側
の
応
答
の

中
で
、
事
実
調
査
と
分
析
的
調
査
の

振
り
分
け
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る

こ
と
、
議
員
立
法
の
急
激
な
増
加
に

伴
い
立
法
補
佐
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題

が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
議
員
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
韓
国
側
も
、

二
〇
〇
五
年
の
夏
に
、
す
べ
て
の
議
員
室
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
集
計
作
業
中
で
あ
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

二

業
務
交
流
Ⅱ

｢

電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
新
展
開｣

｢

韓
国
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス｣

立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
二
課

パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
立
法
情
報
研
究
官

①
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
と
国
会
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

韓
国
国
会
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
へ
の
努
力
は
、
ま
ず
二
〇
〇
三

年
の

｢

国
会
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム｣

構
築
に
結
実
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
国
会
、
国
会
議
員
、
国
会
事
務
処
、
国
会
図
書
館
、
議
政

研
修
院
な
ど
国
会
の
全
機
関
を
束
ね
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
国
会
事
務
処
が
運
営
す
る

｢

立
法
統
合
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム｣

と
国
会
図
書
館
が
運
営
す
る

｢

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム｣

か
ら
成
る
。

こ
の
う
ち

｢

立
法
統
合
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム｣

は
、
法
律
、
予
算･

決
算
、
国
政
監
査
関
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
統
合
的
に
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
性
と
共
有
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

②
紙
が
消
え
た
デ
ジ
タ
ル
本
会
議
場

二
〇
〇
五
年
の
秋
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

デ
ジ
タ
ル
本
会
議
場｣

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
会
議
員
が
、
案
件
の
議
決
や
投
票
行

為
な
ど
既
存
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
を
、
机
に
内
蔵
さ
れ
た
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
効
率
的
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
す
べ

て
の
印
刷
物
を
画
面
上
で
閲
覧
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

③
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム

｢

国
会
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム｣

の
も
う
一
方
の
柱
で
あ
る

｢

図
書
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業務交流Ⅱ



館
情
報
シ
ス
テ
ム｣

は
、
国
会
議
員
等
に
対
す
る
立
法
活
動
支
援
に

特
化
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

｢

立
法
情
報
サ
ー

ビ
ス｣
コ
ー
ナ
ー
に
は
、｢

立
法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

(

後
述)

、

｢

立
法
情
報｣
、｢

週
刊
海
外
動
向｣

、｢

海
外
法
律
紹
介｣

な
ど
の
下

部
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
利
用
実
績
は
全
体
と
し
て
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
利
用
度
に
差
異
が
あ
る
こ
と
も

確
認
で
き
る
。｢

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム｣

を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る

こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
は
、
国
会
議
員
の
個
別
的
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る

｢

立
法
参
考
質
疑
回
答

(
当
館
の
依
頼
調
査
に
当
た
る
。)｣

や

｢

海
外
資
料
調
査･

翻
訳｣

と
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
。

④
立
法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

最
も
代
表
的
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
サ
ー
ビ
ス
が

｢

立
法
知
識
デ
ー
タ

ベ
ー
ス｣

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
会
提
出
法
案
や
政
策
懸
案
な
ど
特

定
主
題
に
関
す
る
資
料
・
情
報
を
分
析･

加
工
し
て
国
会
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
通
じ
て
国
会
議
員
・
補
佐
陣
・
常
任
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
等
に
提
供

す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
二
四
の
国
政
分
野
ご
と
に
主
題
を
選

定
し
、
各
主
題
の
概
要

(

要
約
報
告
書)

、
関
連
資
料

(

原
文
情
報)

、

関
連
情
報

(

専
門
家
、
関
連
機
関
、
関
連
サ
イ
ト
情
報
等)
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
提
供
す
る
。
司
書
と
立
法
情
報
研
究
官
と
の
有
機
的
な
役

割
分
担
と
業
務
協
力
を
通
じ
て
作
成
さ
れ
る
。

二
〇
〇
五
年
九
月
現
在
で
合
計
九
三
〇
件
が
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、

限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
既
存
主
題
の
更
新
や
新
規
主
題
の
開
発

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
立
法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
続
く

よ
う
な
、
国
会
図
書
館
を
代
表
す
る
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
育
成

も
課
題
で
あ
る
。

｢

電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
新
展
開｣

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
課

伊
藤
克
尚
課
長
補
佐

国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
会
に
対
す
る
電
子
的
な
情
報
発
信
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
国
民
に
対
し
て
も
立
法
関
連
情
報

を
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、｢

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

に

加
え
て
、
二
〇
〇
四
年
以
降
、
相
次
い
で

｢

日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ

ベ
ー
ス｣

｢

帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

の
提
供
を
開
始
し
た
。

こ
の
う
ち

｢

日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

は
、
当
館
が
従
来

冊
子
体
で
作
成
、
刊
行
し
て
き
た

『

日
本
法
令
索
引

(

現
行
法
令
編)』

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
よ
り
利
便
性
を
高
め
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
一
九
年
以
降
を
網
羅
す
る
法
令
索
引
と
と
も
に
、
第
一
回
国
会

以
降
の
法
律
案
お
よ
び
条
約
承
認
案
件
の
索
引
も
あ
わ
せ
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
当
面
の
課
題
は
、

法
令
索
引
に
つ
い
て
対
象
を
明
治
前
期
分
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
、

法
律
案
に
つ
い
て
は
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
の
索
引
情
報
を

登
載
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
度
中
に

｢

日
本
法
令
索
引

(

明
治
前
期
編)｣

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
疑
応
答

韓
国
側
か
ら
は
、
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
日
本
法
令

索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
実
績
、
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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か
ら
法
令
本
文
へ
の
リ
ン
ク
の
問
題
、
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
一
方
、
当
館
側
か
ら
は
、

前
日
に
紹
介
さ
れ
た
政
策
沿
革
情
報
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
と
国
会
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
、
依
頼

者
の
個
人
情
報
の
保
護
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
ま
た
、
当
館
の
電

子
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
国
会
議
員
の
認
知
度
が
さ
ほ
ど
高
く
な

い
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
韓
国
側
も
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て
お

り
、
広
報
の
強
化
や
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
い
っ
た
努
力
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
た
。

三

調
査
及
び
立
法
考
査
局
職
員
と
の
懇
談
、
今
後
の
業
務

交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
協
議
・
懇
談

一
二
月
一
日
の
午
後
は
、
イ
・
ヒ
ョ
ン
チ
ュ
ル
研
究
官
は
政
治
議

会
課
、
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
研
究
官
は
財
政
金
融
課
を
そ
れ
ぞ
れ

訪
問
し
、
調
査
の
具
体
的
な
手
法
、
予
測
調
査
の
テ
ー
マ
選
定
、
調

査
を
行
う
上
で
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
専

門
分
野
を
同
じ
く
す
る
調
査
員
同
士
が
実
務
的
な
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
一
二
月
二
日
の
午
前
の
協
議
・
懇
談
で
は
、
日
韓
双
方
が

今
回
の
業
務
交
流
が
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
共
有

し
た
上
で
、
来
年
度

(

現
在
の
枠
組
み
に
よ
る
交
流
の
最
終
年
度)

の
業
務
交
流
は
、
当
館
か
ら
調
査
員
二
名
を
派
遣
し
て
韓
国
国
会
図

書
館
で
行
う
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
た
。
な
お
、
平
成
一
九
年
度
以

降
も
、
何
ら
か
の
枠
組
み
で
業
務
交
流
を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
業
務
交
流
の
場
で

結
論
を
得
た
い
旨
の
当
館
側
の
要
望
を
伝
え
た
。

終
わ
り
に

今
回
来
日
し
た
両
研
究
官
か
ら
は
、
次
の
よ

う
な
率
直
な
感
想
が
聞
か
れ
た
。｢

日
韓
双
方

の
状
況
は
、
身
内
・
兄
弟
と
思
え
る
ほ
ど
に
よ

く
似
て
お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
の
実
績
は
韓

国
国
会
図
書
館
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
示
唆
に
富

む
も
の
で
あ
る
。｣

｢

今
後
は
、
双
方
の
調
査
員

が
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
合
う
こ
と

が
調
査
業
務
の
実
務
に
お
い
て
非
常
に
有
効
で

あ
ろ
う
。｣

両
館
が
置
か
れ
た
状
況
や
直
面
す
る
課
題
に

は
異
な
る
部
分
も
当
然
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の

隣
国
に
お
い
て
、
と
も
に
立
法
補
佐
機
能
を
担

う
国
会
図
書
館
と
し
て
、
思
っ
た
以
上
に
多
く

の
課
題
や
悩
み
を
共
有
し
て
い
る
の
だ
と
、
今

回
の
業
務
交
流
を
通
じ
て
あ
ら
た
め
て
痛
感
し

た
。
今
後
も
、
両
館
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
実
質

的
な
改
善
に
資
す
る
よ
う
な
業
務
交
流
を
、
組

織
と
し
て
、
ま
た
実
務
者
間
で
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

(

文
責

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
課
長
補
佐岩い
わ

澤さ
わ

聡
さ
と
し)
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｢
著
作
権
者
不
明
等
の
場
合
の
裁
定
制
度｣

を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
制
度
は
、
著
作
物
を
利
用

し
た
い
け
れ
ど
、
著
作
者
の
没
年
や
著
作
権
者
の
所

在
等
が
不
明
で
利
用
の
許
諾
を
得
る
手
段
の
な
い
場

合
に
、
補
償
金
の
供
託
を
条
件
と
し
て
、
著
作
物
を

利
用
で
き
る
よ
う
文
化
庁
長
官
が
著
作
権
者
に
代
わ
っ

て
裁
定
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

当
館
で
は
、
著
作
権
者
不
明
の
著

作
物
を
含
む
所
蔵
資
料
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
た
め
に
こ
の

裁
定
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
平

成
一
七
年
度
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
明
治
期
刊
行
図
書
を
閲
覧
で

き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

｢

近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

に
資
料
を
公
開

す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
著
作
権

者
の
連
絡
先
が
判
明
し
な
か
っ
た
た
め
利
用
許
諾
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
著
作
物
に
つ
い
て
裁
定
を
申
請
し

ま
し
た
。
こ
の
裁
定
申
請
の
事
務
を
総
務
課
文
書
係

が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
館
内
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
申
請
件
数
は
約
七
万
件
と
、
前
年
度
の

約
五
〇
〇
件
と
は
桁
違
い
の
量
に
な
り
、
当
館
に
と
っ

て
も
文
化
庁
に
と
っ
て
も
過
去
に
例
が
な
い
大
変
な

作
業
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
庁
に
提
出
す
る
た
め
に

関
西
館
電
子
図
書
館
課
が
準
備
し
た
申
請
書
類
は
段

ボ
ー
ル
一
〇
三
箱
に
の
ぼ
り
、
東
京
本
館
内
で
の
保

管
場
所
を
確
保
す
る
だ
け
で
も
一
苦
労
で
し
た
。
関

西
館
か
ら
東
京
本
館
に
書
類
を
搬
送
す
る
の
に
も
一

週
間
以
上
を
要
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
一
〇
三
箱

か
ら
書
類
を
引
き
抜
き
、
並
べ
な
お
し
、
文
化
庁
の

担
当
者
に
よ
る
審
査
を
受
け
…
と
、
目

が
回
る
よ
う
な
日
々
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

裁
定
の
通
知
文
書
は
一
月
二
四
日
に

無
事
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

次
は
裁
定
と
同
時
に
決
定
さ
れ
た
額
の

補
償
金
を
東
京
法
務
局
へ
供
託
す
る
手

続
き
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
、
文

書
係
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

漢
字
を
含
む
著
作
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
対
す
る
供
託

の
申
請
書
類
を
手
書
き
で
記
入
す
る
作
業
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。
裁
定
を
受
け
た
図
書
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
さ
れ
、
貴
重
な
文
化
遺
産
が
い
つ
で
も
ど

こ
か
ら
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
の
日
ま
で
、

文
書
係
と
書
類
の
山
と
の
格
闘
は
続
き
ま
す
。

(

総
務
課
文
書
係

写
字
生)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
四
二
回���������

―
関
東
大
震
災
・
昭
和
恐
慌
・
二･

二
六
事
件
―

平
成
一
八
年
三
月
二
二
日

(

水)

か
ら

五
月
一
六
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
三
九
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設
展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.

g
o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

in
d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本

を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



平
成
一
七
年
度

日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修
を
開
催
し
て

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
国
際
交
流
基
金
と
共
催
、
国
際
文
化
会

館
、
国
立
情
報
学
研
究
所
の
協
力
に
よ
り
、
平
成
一
七
年
一
一
月

二
八
日
か
ら
一
二
月
一
六
日
ま
で
の
三
週
間
、
当
館
東
京
本
館
、
関

西
館
、
国
立
情
報
学
研
究
所
を
お
も
な
会
場
と
し
て
日
本
研
究
情
報

専
門
家
研
修
を
実
施
し
た
。
今
回
の
研
修
生
は
、
韓
国
、
中
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
カ

ナ
ダ
、
米
国
、
ド
イ
ツ
の
一
〇
か
国
か
ら
の
一
一
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
研
修
は
、
国
際
交
流
基
金
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
平
成
八
年
度

か
ら
平
成
一
二
年
度
ま
で
実
施
し
た

｢
上
級
日
本
研
究
司
書
研
修｣

お
よ
び
国
際
交
流
基
金
と
共
催
で
平
成
一
四
年
度
か
ら
平
成
一
六
年

度
ま
で
実
施
し
た

｢

日
本
研
究
情
報
専
門
家
研
修｣

を
継
承
す
る
も

の
で
あ
る
。

研
修
の
名
称
は
平
成
一
六
年
度
ま
で
と
同
様
と
し
た
が
、
国
際
交

流
基
金
と
の
協
議
に
よ
り
、
日
本
研
究
・
日
本
関
連
情
報
提
供
に
つ

い
て
ま
だ
途
上
に
あ
る
地
域
へ
の
寄
与
を
図
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
、
主
た
る
募
集
対
象
地
域
を
、
こ
う
し
た
地
域
の
中
か
ら
年
度

ご
と
に
特
定
す
る
こ
と
と
し
、
募
集
に
際
し
て
の
日
本
語
能
力
基
準

も
若
干
緩
和
し
た
。

研
修
の
応
募
資
格
お
よ
び
研
修
の
目
的
は
、
前
回
ま
で
と
同
様
で

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
司
書
を
含
む
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
等
や

国
立
・
公
立
等
の
図
書
館
に
勤
務
す
る
日
本
研
究
情
報
の
専
門
家
を

対
象
に
、
①
現
地
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
媒
体
と
し
て
日
本
語

情
報
を
利
用
す
る
環
境
設
定
を
行
う
た
め
の
知
識
お
よ
び
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
、
②
日
本
に
お
け
る
情
報
の
発
信
・
流
通
の
仕
組
み
お

よ
び
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
源
・
入
手
ル
ー
ト
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
、
③
紙
媒
体
・
電
子
媒
体
を
問
わ
ず
、
有
用
な
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
情
報
源
の
概
要
・
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
、
④
日
本
国
内
の

主
要
情
報
機
関
担
当
者
お
よ
び
研
修
生
間
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
・
拡
充
を
図
る
こ
と
、
⑤
日
本
事
情
の
理
解
に
資
す
る
各
種
メ

デ
ィ
ア
、
情
報
チ
ャ
ネ
ル
等
に
関
す
る
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
研
修
内
容
を
作
成
し
た
。

第
一
週
お
よ
び
第
二
週
は
、｢

日
本
の
参
考
図
書｣

を
は
じ
め
と

す
る
各
種
情
報
資
源
の
把
握
を
中
心
に
科
目
を
設
け
た
。
ま
た
、
国

立
情
報
学
研
究
所
に
お
い
て
、
同
研
究
所
の
事
業
概
要
と
提
供
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
講
義
を
実
施
し
た
。

第
二
週
最
終
日
と
な
る
一
二
月
九
日
に
は
、
研
修
生
報
告
会
と
し

て
、
前
半
で
は
、
各
自
が
自
分
の
所
属
機
関
の
紹
介
を
行
い
、
研
修

生
相
互
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
た
。
後
半
で
は
、
日
本
国
外
で
刊

行
さ
れ
た
日
本
関
係
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
、
当
館
の
収
集
担
当
者

と
研
修
生
の
間
で
懇
談
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
収
集
に
お
け
る

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
三
週
は
、
会
場
を
関
西
館
に
移
し
、
当
館
の
電
子
図
書
館
事
業
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お
よ
び
文
献
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
日

本
に
お
け
る
出
版
物
流
通
の
現
状
と
問
題
点
を
把
握
す
る
た
め
に
民

間
出
版
物
の
流
通
に
関
す
る
講
義
と
日
本
の
学
術
文
献
の
流
通
と
入

手
に
関
す
る
講
義
と
討
議
の
時
間
を
設
け
た
。
後
者
で
は
、
大
学
図

書
館
職
員
と
学
術
出
版
関
係
者
か
ら
の
報
告
を
行
っ
た
あ
と
、
先
の

民
間
出
版
物
の
流
通
に
関
す
る
講
義
の
講
師
を
加
え
て
研
修
生
と
の

間
で
の
質
疑
・
懇
談
を
行
っ
た
。
研
修
最
終
日
に
は
、
研
修
で
得
た

知
識
を
総
合
的
に
活
用
す
る
科
目

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
日
本
情
報

活
用
術｣

を
設
け
、
研
修
の
ま
と
め
と
し
た
。

研
修
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
研
修
全
般
に
つ
い
て
は
、
講

義
内
容
・
配
布
資
料
と
も
に
満
足
す
る
内
容
で
、
帰
国
後
に
自
国
の

図
書
館
員
や
日
本
研
究
情
報
専
門
家
等
に
研
修
成
果
を
広
め
た
い
、

最
新
の
情
報
が
入
手
で
き
た
等
た
い
へ
ん
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

所
期
の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
日
本
研
究
・
日
本
関
連
情
報
提
供
の
途
上
地

域
か
ら
の
参
加
を
中
心
と
し
た
こ
と
で
、
専
任
の
図
書
館
司
書
だ
け

で
な
く
多
様
な
職
務
背
景
を
持
つ
研
修
生
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
基
礎
知
識
や
関
心
分
野
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
主

た
る
募
集
地
域
は
ア
ジ
ア
地
域
と
し
た
が
欧
米
か
ら
の
研
修
生
も
三

名
含
め
た
こ
と
で
、
異
な
る
地
域
の
研
修
生
と
の
交
流
が
研
修
生
相

互
に
い
い
刺
激
と
な
り
、
研
修
成
果
も
上
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
講
義
内
容
や
主
た
る
募
集
地
域
以
外
、
特
に

日
本
研
究
・
日
本
関
連
情
報
提
供
の
先
進
地
域
か
ら
の
研
修
生
募
集

に
つ
い
て
、
国
際
交
流
基
金
な
ら
び
に
協
力
機
関
と
調
整
を
図
っ
て

い
き
た
い
。(

文
責

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課

研
修
交
流
係

小こ

島じ
ま

和か
ず

規の
り)
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表 研修日程

＜東京＞

科 目

11/28 全体オリエンテーション､ 国立国
会図書館長表敬､ 研修ガイダンス､
国立国会図書館見学

11/29 書誌情報データベース：NDL－
OPAC の概要､ 日本の雑誌記事
検索 (NDL 雑誌記事索引を中心
に)､ 統計資料：英文資料を中心
に (選択)

11/30 日本の新聞､ 見学(国際交流基金
日本語国際センター図書室)と講
義 ｢日本語教育情報及び資料につ
いて｣

12/ 1 日本の参考図書－1－､ －2－

12/ 2 古典籍資料 (選択)､ 見学 (国文
学研究資料館)

12/ 5 見学 (科学技術振興機構情報資料
館)､ NII 情報サービスの紹介と
実習

12/ 6 文化資源と情報：図書館と文書館
との連携､ 見学 (慶應義塾大学三
田メディアセンター)

12/ 7 政府情報の流通､ 法令議会資料
(選択)､ 官庁資料 (選択)

12/ 8 資料保存の基礎知識と国立国会図
書館の資料保存活動 (含 見学)､
見学 (国際子ども図書館)

12/ 9 自由研究､ 研修生報告会

＜関西＞

科 目

12/12 見学 (京都大学東南アジア研究所
図書室)､ 見学 (国際日本文化研
究センター)

12/13 関西館長訪問､ 関西館オリエンテー
ション､ 関西館見学､ 日本の電子
図書館：NDLの事業を中心に

12/14 見学 (奈良国立博物館)､ NDLの
文献提供サービス

12/15 日本の出版流通事情､ 学術文献入
手の方法 (講義および討論)

12/16 自由研究､ ネットワーク上の日本
情報活用術､ 研修反省会､ 修了式



平

成

一

七

年

度

日

本

古

典

籍

講

習

会

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
共
催
で
、
平

成
一
八
年
一
月
一
八
日
か
ら
二
〇
日
の
三
日
間
、
平
成
一
七
年
度
日

本
古
典
籍
講
習
会
を
実
施
し
た
。

三
日
間
の
講
習
会
に
は
、
公
共
図
書
館
一
二
名
、
大
学
図
書
館

一
八
名
、
海
外
の
図
書
館
か
ら
一
名
、
計
三
一
機
関
三
一
名
の
受
講

生
が
参
加
し
た
。

講
習
会
は
、
一
日
目
、
三
日
目
が
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
い
て
、

二
日
目
が
当
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
行
わ
れ
た

(

表
参
照)

。

こ
こ
で
は
、
当
館
が
担
当
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

｢

古
典
籍
資
料
の
管
理
法｣

で
は
、
古
典
籍
資
料
室
、
古
典
籍
課

書
庫
、
収
集
部
資
料
保
存
課
で
の
修
復
を
見
学
し
た
後
、
古
典
籍
資

料
室
の
閲
覧
お
よ
び
整
理
要
領
の
説
明
を
行
っ
た
。
次
に

｢

国
立
国

会
図
書
館
の
貴
重
書
等
か
ら｣

で
は
、
前
半
に
古
活
字

版
に
つ
い
て
、
後
半
に
幕
末
明
治
の
新
聞
雑
誌
に
つ
い

て
、
実
際
に
原
資
料
を
示
し
な
が
ら
、
異
な
る
版
の
比

較
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
た
。
続
く

｢

国
内
に
お

け
る
古
典
籍
資
料
電
子
化
の
状
況｣

で
は
、
国
内
の
状

況
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
各
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
見
な
が
ら
、
電
子
化
し
て
古
典
籍
資
料
を
見
せ
る

利
点
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
。

講
習
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多

岐
に
わ
た
る
内
容
で
充
実
し
て
い
た
、
実
務
に
役
立
つ

講
義
が
多
か
っ
た
等
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。
当

館
で
担
当
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
古
典
籍
資
料
や
書
庫
・
修
復
を
実
際
に
見
ら
れ

た
こ
と
が
た
い
へ
ん
好
評
だ
っ
た
が
、
全
体
的
に
内
容

に
対
し
時
間
が
短
い
と
の
声
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
工

夫
し
た
い
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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科 目 名 講 師

１日目：国文学研究資料館

開講式・オリエンテーション 伊井春樹 国文学研究資料館長

国文学研究資料館蔵和古書
目録作成の現状

和田玲子 同館図書情報係長

(見学) 閲覧室・書庫 中村スミ子 同館情報サービス係長

日本古典籍の基礎知識と問
題点―書誌記述の要領―

鈴木淳 同館教授

蔵書印の見方・読み方
―書物の伝来―

堀川貴司 鶴見大学教授・同館客
員教授

(見学) 展示室：和書の
さまざま―書誌学入門―

加藤昌嘉 同館助教授

２日目：国立国会図書館

古典籍資料の管理法 膝舘寿巳恵 主題情報部古典籍課
整理閲覧係長､ 鈴木美惠子 同係
主査､ 上田由紀美 同係副主査､
飯島さとか 同係員

国立国会図書館の貴重書等
から

間島由美子 同課保管係主査､
藤元直樹 同係主査

国内における古典籍資料電
子化の状況

幡谷祐子 同課保管係長

３日目：国文学研究資料館

くずし字の読み方 青木睦 同館助教授

近世出版史―刊記と版元― 大高洋司 同館教授

和古書目録の作成
―書誌レコード作成要領―

増井ゆう子 同館専門職員

(実習) 和古書目録の作成
―目録化の実際―

和田玲子 同館図書情報係長

意見交換・質疑応答

閉講式



来

館

利

用

者

か

ら

見

た

国

立

国

会

図

書

館

平
成
一
七
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
利
用
実
態
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の

満
足
度
や
要
望
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
五
年
度

か
ら
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
一
五

年
度
は
、
東
京
本
館
・
関
西
館
・

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
来
館
利

用
者
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

以
下
Ｈ
Ｐ)

利
用
者
、
国
内

の
図
書
館
・
関
係
機
関
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
平
成
一
六
年

度
は
、
平
成
一
五
年
度
の
調
査

で
当
館
Ｈ
Ｐ
利
用
者
か
ら
の
回

収
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た

め
、
い
わ
ゆ
る
遠
隔
利
用
者

(

当
館
Ｈ
Ｐ
利
用
者
、
郵
送
複

写
サ
ー
ビ
ス
利
用
者)

を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
平
成
一
七
年
度
は
、
東
京
本
館
、
関
西
館
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
来
館
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
再
び
実
施
し

た
。
調
査
期
間
お
よ
び
回
収
率
は
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
下
、
平
成
一
七
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

(

東
京
本

館
、
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館

(

大
人
用))

の
概
要
を
報
告

す
る
。

一

利
用
者
の
特
徴

①

来
館
目
的
は
何
で
す
か
？
来
館
頻
度
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

平
成
一
五
年
度
の
調
査
で
は
、
関
西
館
と
国
際
子
ど
も
図
書
館

は
開
館
し
て
年
月
が
経
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
両
施
設
で

｢

施

設
の
見
学｣

を
目
的
と
す
る
利
用
者
や
、
来
館
頻
度
が

｢

本
日
が

初
め
て｣

と
い
う
利
用
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
一
七
年

度
の
調
査
で
は
、
来
館
目
的
・
来
館
頻
度
・
滞
在
時
間
を
見
る
と
、

東
京
本
館
と
関
西
館
の
利
用
者
の
傾
向
が
よ
く
似
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
利
用
者
に
は
東
京
本
館
・
関
西

館
と
は
ち
が
っ
た
特
色
が
あ
る

(

図
１
、
図
２
、
図
３)

。

東
京
本
館
で
は
、
平
成
一
五
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
あ
ま
り
変

化
は
な
い
が
、｢

一
般
調
査
・
趣
味
・
教
養｣

目
的
の
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
。
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表１ 調査期間および回収率

対 象 調査期間
来館者数
(人)

配布数
(枚)

回収数
(枚)

回収率
(％)

東 京 本 館
8/26～8/29
(３日間)

4,436 3,907 1,990 50.9

関 西 館
8/30～9/10
(11日間)

2,913 1,787 1,118 62.6

国際子ども図書
館 (大人用) 8/20～8/27

(７日間)

2,632 1,842 1,209 65.6

国際子ども図書
館 (子供用)

445 377 268 71.1



関
西
館
で
は
、
平
成
一
五
年
度
の
調
査
に

比
べ

｢

施
設
の
見
学｣

目
的
の
利
用
者
が
減

少
し
、｢

学
術
・
研
究｣

目
的
の
利
用
者
が

増
加
し
た
。
ま
た
、
来
館
頻
度
で
も

｢

本
日

が
初
め
て｣

の
利
用
者
は
減
り
、
滞
在
時
間

も

｢

一
時
間
以
内｣

が
減
少
し
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
平
成
一
五
年

度
の
調
査
で
は
六
割
近
か
っ
た

｢

施
設
の
見

学｣

目
的
の
利
用
者
が
減
少
し
、｢

展
示
会｣

と

｢

お
子
様
の
付
き
添
い｣

目
的
の
利
用
者

が
増
加
し
た
。
来
館
頻
度
は
、
平
成
一
五
年

度
の
調
査
結
果
と
同
様
に

｢

本
日
が
初
め
て｣

の
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
そ
の
割
合

は
若
干
減
少
し
て
お
り
、
滞
在
時
間
も
延
び

て
い
る
。

②

最
も
利
用
す
る
図
書
館
は
ど
こ
で
す
か
？

東
京
本
館
で
四
割
、
関
西
館
で
三
割
の
利

用
者
が
、
最
も
よ
く
利
用
す
る
図
書
館

(

室)

と
し
て

｢

国
立
国
会
図
書
館｣

を
回
答
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
回
答
者
は
当
館

へ
の
来
館
頻
度
も
高
か
っ
た
。
一
方
、
国
際

子
ど
も
図
書
館
で
は
、｢

市
区
町
村
立
図
書

館｣

と
い
う
回
答
が
七
割
を
超
え
、｢

国
立

国
会
図
書
館｣

は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た

(

図

540号／2006③国立国会図書館月報 ― 16―

図１ 来 館 目 的
＊複数回答可としたため､ 合計が100％を超えている｡

図３ 滞 在 時 間

図２ 来 館 頻 度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (％)

15.9 24.8 34.4 19.9 3.8 1.2

28.1 24.3 27.2 15.2 3.4 1.8

65.0 22.1 6.2 2.5 4.2

本日が初めて 年に１回以上 月に１回以上 週に１回以上
ほぼ毎日 無回答

東京本館

関 西 館

国際子ども図書館(大人)

ビジネス 学術･研究(論文作成等) 一般調査･趣味･教養 資料の複写
施設の見学 お子様の付き添い 展示会 その他 無回答

東京本館

関 西 館

国際子ども図書館(大人)

0 20 40 60 80 100 120 140 (％)

20.4 44.4 36.1 21.0

2.3

3.3

0.8
12.2 35.5 36.9 11.3 12.7 6.24.8

4.7 23.6 2.2 35.4 19.6 19.5 7.7 6.3

0.9

東京本館

関 西 館

国際子ども図書館(大人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (％)

7.3 41.0 31.8 14.6 3.2 2.1

12.8 42.8 27.4 11.6 2.7 2.6

39.0 50.5 5.5
0.6

4.3

１時間以内 １時間～３時間以内 ３時間～５時間以内
５時間～７時間以内 ７時間以上 無回答

0.2



４)

。ま
た
、
東
京
本
館
、
関
西
館
と
も
に
、｢

ビ

ジ
ネ
ス｣

目
的
の
利
用
者
は
、
最
も
よ
く
利
用

す
る
図
書
館

(

室)

と
し
て

｢

国
立
国
会
図
書

館｣

を
回
答
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

③

遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

当
館
Ｈ
Ｐ
を
利
用
し
て
い
る
来
館
利
用
者
の

割
合
は
、
東
京
本
館
で
五
五
％
、
関
西
館
で

三
九
％
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
一
五
％
で
あ

る
。
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
資
料
の
検
索
が

中
心
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ)

経
由
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
は
約

五
％
し
か
な
い

(

図
５)

。
ま
た
、
図
書
館

(

室)

経
由
ま
た
は
郵
送
申
込
み
に
よ
る
遠
隔

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
も
非
常
に
低
い

(

図
６)

。

平
成
一
六
年
度
の
遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
、
遠
隔
利
用
者
の
当
館
へ
の
来
館
頻
度
が

低
か
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
る
と
、
当
館
の
来
館

利
用
者
と
遠
隔
利
用
者
は
異
な
る
利
用
者
層
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④

登
録
利
用
者
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

東
京
本
館
で
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
の
新

装
開
館
以
後
、
登
録
利
用
者
制
度
に
登
録
す
る

と
入
館
手
続
き
が
簡
略
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
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その他

NDL-OPAC (国立国会図書館所蔵資料の検索･申込みシステム)

各種目録 (アジア言語OPAC､総合目録ネットワーク､全国新聞総合目録等)

画像･全文データベース (近代デジタルライブラリー､貴重書画像データベース､
国会会議録等)

情報･文献探索ツール (テーマ別調べ方案内､Dnavi等)

インターネット (NDL-OPAC) 経由の複写サービス

無回答

図５ 遠隔利用サービス利用状況－国立国会図書館ホームページ
＊複数回答可としたため､ 合計が100％を超えている｡
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図４ 最もよく利用する図書館(室)
＊複数回答可としたため､ 合計が100％を超えている｡
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た
た
め
、
平
成
一
五
年
度
の
調
査
に
比
べ
て

｢

登
録
し
て

い
る｣

と
回
答
し
た
利
用
者
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
一

方
、
利
用
手
続
き
の
異
な
る
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、

｢

制
度
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た｣

と
い
う
回
答
が
七
割
を

占
め
た

(

図
７)

。

な
お
、
東
京
本
館
、
関
西
館
と
も
に
来
館
頻
度
が
高
い

ほ
ど
登
録
利
用
者
制
度
へ
の
登
録
率
も
高
く
、｢

月
に
一

回
以
上｣

来
館
す
る
利
用
者
の
六
割
以
上
が
登
録
利
用
者

制
度
に

｢

登
録
し
て
い
る｣

と
回
答
し
た
。

二

満
足
度
と
改
善
要
望

①

サ
ー
ビ
ス
の
全
般
的
な
満
足
度
は
い
か
が
で
す
か
？

全
般
的
な
利
用
満
足
度
に
つ
い
て

｢

満
足｣

｢

や
や
満

足｣

と
回
答
し
た
の
は
、
東
京
本
館
と
関
西
館
で
約
八
割
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
約
七
割
で
あ
っ
た

(

図
８)

。

②

各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
？

改
善
を
希
望
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
？

各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
・
改
善
要
望
度
の
一
覧
表
は
、

図
９
〜
11
の
と
お
り
で
あ
る
。
満
足
度
は
、｢

満
足｣

＝

一
〇
〇
点
、｢

や
や
満
足｣

＝
五
〇
点
、｢

や
や
不
満
足｣

＝

マ
イ
ナ
ス
五
〇
点
、｢

不
満
足｣

＝
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
点
、

｢

無
回
答
・
利
用
し
て
い
な
い｣

＝
〇
点
と
し
て
、
こ
れ

に
満
足
度
の
回
答
割
合
を
掛
け
て
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
改
善
要
望
度
は
、
各
項
目
を
選
択
し
た
利
用
者
の
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図６ 遠隔利用サービス利用状況－その他の利用
＊複数回答可としたため､ 合計が100％を超えている｡
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図７ 登録利用者制度登録状況
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図９ 個別サービス満足度・改善要望度 (東京本館)
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回
答
者
全
体
に
占
め
る
割
合
を
示
し
て
い
る
。

三
施
設
に
共
通
し
て
蔵
書
に
つ
い
て
の
改
善
要
望
度
が

高
く
、
国
内
唯
一
の
国
立
図
書
館
と
し
て
納
本
制
度
等
に

よ
り
内
外
の
各
種
資
料
・
情
報
を
収
集
す
る
当
館
に
対
し
、

利
用
者
が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
当
館
で
は
、
国
民
共
有
の
情
報
資
源
を
構
築
す
る
た

め
、
電
子
情
報
も
含
め
た
蔵
書
構
築
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
関
西
館
で
は
、
開
架
資
料
と
関
西
館

の
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
層
の
充
実
に
よ
り
、
利

用
者
の
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

東
京
本
館
で
は
、
平
成
一
五
年
度
の
調
査
で
満
足
度
が

非
常
に
低
く
、
改
善
要
望
度
も
飛
び
ぬ
け
て
高
か
っ
た

｢

閲
覧
出
納
制
限
件
数｣

｢

閲
覧
出
納
待
ち
時
間｣

｢

即
日

複
写
待
ち
時
間｣

の
項
目
が
、
満
足
度
・
改
善
要
望
度
と

も
に
平
成
一
五
年
度
よ
り
も
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、｢

施

設
の
快
適
さ｣

｢

館
内
施
設
利
用
の
た
め
の
案
内
表
示
の

分
か
り
や
す
さ｣

｢

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
応
答
待
ち
時
間｣

に
つ
い
て
も
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
も
満
足
度
が
向
上
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
の
東
京
本
館
新
装

開
館
と
そ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
導
入
・
各
種
制
限
緩
和
の

効
果
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、

閲
覧
・
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
利
用
者
の
改
善
要
望
度

は
ま
だ
ま
だ
高
く
、
東
京
本
館
で
は
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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図10 個別サービス満足度・改善要望度 (関西館)
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関
西
館
と
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
開
館
直
後
で
あ
っ

た
平
成
一
五
年
度
の
調
査
に
引
き
続
き
、｢

施
設
の
快
適

さ｣
｢

職
員
の
対
応｣

に
対
す
る
満
足
度
が
高
か
っ
た
。

ま
た
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、｢

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム

(

展
示
会)｣

に
対
す
る
満
足
度
が
高
い
一
方
、
改
善

要
望
度
も
高
い
。｢

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(

展
示
会)｣

を

目
当
て
に
来
館
す
る
利
用
者
の
割
合
も
増
加
し
て
お
り
、

期
待
の
高
さ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
一
層
充
実

し
た
展
示
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
で
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
た
課
題
、
利
用
者

か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
お
よ
び
業
務
改
善
に
お
い
て
、
十
分
に
参
考
に
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
今
後
は
、
来
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
隔
年
で
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
、
平
成
一
八
年
度
は
、
個
人
と
国
内
の
図
書
館
・
関

係
機
関
を
対
象
と
し
て
、
遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

末
尾
な
が
ら
、
こ
の
た
び
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。

(

総
務
部
企
画
課)
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図11 個別サービス満足度・改善要望度 (国際子ども図書館)
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平
成
一
八
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
一
八
年
度
は
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、
Ⅲ

種
の
各
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

[

組
織
と
業
務]

初
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
組
織
と
業
務
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
い
た
し
ま
す
。

平
成
一
四
年
四
月
一
日
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、
関
西
館
の
開
庁

と
と
も
に
組
織
機
構
の
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東

京
本
館

(

東
京
都
千
代
田
区)

、
関
西
館

(

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町)

、

国
際
子
ど
も
図
書
館

(

東
京
都
台
東
区)

の
三
施
設
が
一
体
と
な
っ

て
業
務
運
営
を
円
滑
に
行
う
体
制
を
確
立
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
職
員
の
定
数
は
九
四
〇
人
で
、
東
京

本
館
に
約
七
八
〇
人
、
関
西
館
に
約
一
二
〇
人
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
に
約
四
〇
人
の
職
員
が
働
い
て
お
り
ま
す
。

当
館
の
業
務
内
容
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
一
に
、｢

国
会
図
書
館｣

と
し
て
の
調
査
業
務
で
す
。
調
査
及

び
立
法
考
査
局
お
よ
び
国
会
分
館
が
中
心
と
な
り
、
国
会
議
員
等
に

対
し
て
、
法
案
等
の
分
析
・
評
価
、
国
政
審
議
に
係
る
政
治
、
経
済
、

社
会
各
般
の
調
査
や
資
料
提
供
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
国
会

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
所
蔵
資
料
に
応
じ
て
関
西
館
、
国
際
子
ど

も
図
書
館
で
も
対
応
し
ま
す
。

第
二
に
、｢

国
立
図
書
館｣

と
し
て
の
司
書
業
務
で
す
。
内
外
の

膨
大
な
資
料
の
収
集
・
整
理
、
行
政
・
司
法
の
各
部
門
や
一
般
公
衆

に
対
す
る
資
料
提
供
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
内

外
の
図
書
館
と
の
協
力
活
動
等
が
あ
り
ま
す
。
調
査
及
び
立
法
考
査

局
の
一
部
、
収
集
部
、
書
誌
部
、
資
料
提
供
部
、
主
題
情
報
部
、
関

西
館

(

資
料
部
、
事
業
部)

、
国
際
子
ど
も
図
書
館
、
支
部
東
洋
文

庫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
主
に
総
務
部
、
関
西
館
総
務
課
に
お
い
て
行
わ
れ
る
一

般
事
務
で
す
。
調
査
業
務
や
司
書
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
業

務
で
す
。

次
に
施
設
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に

建
設
さ
れ
た
関
西
館
は
、
平
成
一
四
年
一
○
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
、
来
館
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
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た
文
献
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
電
子
図
書
館
事
業
、
図
書
館
協
力
等
、
情

報
化
社
会
の
進
展
の
中
で
よ
り
高
度
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
内
外
の
児
童
書
お
よ
び
関
連
資

料
を
広
範
に
収
集
し
、
電
子
図
書
館
機
能
も
活
用
し
て
情
報
提
供
を

行
う
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
平
成
一
四
年
五
月
に

全
面
開
館
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
読
書
環
境
・
情
報
提
供
環
境
の
向

上
の
た
め
、
内
外
の
図
書
館
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

東
京
本
館
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
に
、
開
館
日
、
開
館
時
間
の

拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い
利
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

[

職
員
採
用
試
験
の
お
も
な
変
更
点]

さ
て
、
平
成
一
八
年
度
の
職
員
採
用
試
験
の
、
お
も
な
変
更
点
を

説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
Ⅰ
種
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験
の
二
次
試
験
で
の
外
国
語
試
験
に

つ
い
て
、
六
か
国
語
か
ら
の
選
択
式
か
ら
英
語
必
須
に
変
更
し
ま
す
。

次
に
、
Ⅲ
種
試
験
に
つ
い
て
、
第
二
次
試
験
の
試
験
日
お
よ
び
合
格

発
表
日
を
一
週
間
程
度
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ⅲ
種
技
術
試

験
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。
試
験
の
日
程
は
、
平
成
一
八
年
度
国
立

国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
要
領
の
概
略

(

二
四
ペ
ー
ジ)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

[

Ｑ
＆
Ａ]

最
後
に
、
職
員
採
用
試
験
に
関
し
て
毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
新
規
職
員
の
採
用
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
定

員
補
充
の
形
を
取
る
た
め
、
毎
年
異
な
り
ま
す
。
新
規
採
用
職
員
は
、

国
立
国
会
図
書
館
職
員
と
し
て
各
部
局
、
各
館
に
配
属
さ
れ
、
広
く

様
々
な
業
務
を
経
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
過
去
の
試
験
問
題
の
公
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て
か

ら
受
験
生
か
ら
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

一
六
年
度
お
よ
び
一
七
年
度
採
用
試
験
に
お
け
る
Ⅰ
種
お
よ
び
Ⅱ
種

試
験
の
二
次
試
験
で
の
専
門
試
験
、
Ⅲ
種
試
験
の
一
次
試
験
で
の
作

文
の
試
験
問
題
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。
英
語
に

つ
い
て
は
、
出
題
傾
向
が
わ
か
る
形
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
請
求
な
ら
び
に
試
験
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〒
一
〇
〇
‐
八
九
二
四

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
〇
番
一
号

国
立
国
会
図
書
館
総
務
部
人
事
課
任
用
係

電
話

〇
三

(

三
五
〇
六)

三
三
一
五

(

直
通)

〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

(

代
表)

内
線

二
○
四
二
○
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平
成
一
八
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
要
領

(

概
略)

一

試
験
の
種
類

国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
、
Ⅱ
種
試
験
お
よ
び
Ⅲ
種
試
験

二

職
務
内
容

Ⅰ
種
試
験
、
Ⅱ
種
試
験
お
よ
び
Ⅲ
種
試
験
に
よ
る
採
用
者
と
も
、
調
査

業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務

三

採
用
予
定
人
数

Ⅰ
種

若
干
名

Ⅱ
種

若
干
名

Ⅲ
種

若
干
名

四

官
署
お
よ
び
勤
務
地

東
京

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館

(

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
‐
一
〇
‐
一)

国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館

(

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
一
二
‐
四
九)

京
都

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

(

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
八
‐
一
‐
三)

い
ず
れ
の
官
署
の
職
員
も
、
国
立
国
会
図
書
館
職
員
と
し
て
、
こ
の
採

用
試
験
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。
三
官
署
が
国
立
国
会
図
書
館
と
し
て
一
体

と
な
っ
た
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
官
署
を
超
え
た
異
動
・
転
勤

(

東
京
と
京
都
の
間)

が
あ
り
ま
す
。

五

受
験
資
格

１

Ⅰ
種
試
験

ア

昭
和
五
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
○
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

イ

昭
和
六
○
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

ａ

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

ｂ

館
長

が
ａ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

Ⅱ
種
試
験

ア

昭
和
五
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
○
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

イ

昭
和
六
○
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

ａ

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

ｂ

学
校

教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
も
し
く
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま

た
は
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

ｃ

館
長
が

ａ
ま
た
は
ｂ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

３

Ⅲ
種
試
験

昭
和
五
八
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

ア

最
終
学
歴
が
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
短
期
大
学
も
し
く
は
高
等
専
門

学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

(
た
だ
し
、
大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
お
よ
び
平
成



540号／2006③ 国立国会図書館月報― 25―

一
九
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
除
く
。)

イ

館
長
が
ア
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

た
だ
し
、
右
記
１
〜
３
と
も
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
お
よ
び
国

会
職
員
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
職
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

六

試
験
の
期
日

１

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

(

一)

第
一
次
試
験

五
月
二
七
日(

土)
(

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
共
通)

(

二)

第
二
次
試
験

○

六
月
二
四
日(

土)
(

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
共
通)

○

六
月
二
七
日(

火)

、
六
月
二
八
日(

水)

の
う
ち
指
定
す
る
日

(

Ⅰ
種
の
み)

○

六
月
二
八
日(

水)

、
六
月
二
九
日(

木)
、
七
月
四
日(

火)

、

七
月
五
日(

水)

、
七
月
六
日(

木)

、
七
月
七
日(

金)

の
う

ち
指
定
す
る
日

(

Ⅱ
種
の
み)

(

三)

第
三
次
試
験

○

八
月
一
一
日(

金)
(

Ⅰ
種
の
み)

○

八
月
一
四
日(

月)

、
八
月
一
五
日(

火)

の
う
ち
指
定
す
る
日

(

Ⅱ
種
の
み)

２

Ⅲ
種
試
験

(

一)

第
一
次
試
験

九
月
二
三
日(

土
・
秋
分
の
日)

(

二)

第
二
次
試
験

一
〇
月
二
三
日(

月)

七

最
終
合
格
者
発
表

１

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

八
月
二
五
日(

金)

２

Ⅲ
種
試
験

一
一
月
二
日(

木)

八

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
交
付

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
お
よ

び
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求
は
東
京
本

館
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
封
筒
の
表
に

｢

Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
請
求｣

、｢

Ⅲ
種

請
求｣

の
い
ず
れ
か
を
朱
書
し
、
返
信
用
封
筒

(

角
型
二
号)

を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
封
筒
に
は
、
宛
先
お
よ
び
郵
便
番
号
を
記
入
し
、

郵
便
切
手

(

一
四
〇
円)

を
ち
ょ
う
付
し
て
く
だ
さ
い
。

九

受
験
申
込
み
の
受
付
期
間

１

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

四
月
一
○
日(

月)

か
ら
四
月
二
五
日(

火)
(

消
印
有
効)

ま
で

２

Ⅲ
種
試
験

八
月
二
八
日(

月)

か
ら
九
月
八
日(

金)
(

消
印
有
効)

ま
で

採
用
情
報
に
関
す
る
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/
)

の

｢

採
用
情
報｣

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。



����お
も
な
人
事

副
館
長

安
江

明
夫

願
に
よ
り
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
を
免
ず
る

(

総
務
部
長)

参

事

生�
至
剛

国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
に
任
命
す
る

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位
お
よ
び
叙
勲

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
お
よ
び
叙
勲
が

あ
っ
た

記

(

元
司
書)

村
木
榮
四
郎

正
五
位
に
叙
す
る

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日
付
け

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
六
一
号

Ａ
４

八
一
頁

■
看
護
・
介
護
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
問
題

■
公
共
事
業
の
事
前
評
価

■
英
国
の
洪
水
・
海
岸
浸
食
防
備
事
業
に
お
け
る
優

先
順
位
の
設
定

■
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
政
策
を
め
ぐ
っ
て

■
地
球
温
暖
化
問
題

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

二
八
七
号

Ａ
４

二
六
頁

■
Ｅ
Ｓ
細
胞
論
文
捏
造
事
件
に
見
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
効
用
と
課
題

■
図
書
館
員
の
大
量
退
職
に
潜
む
構
造
的
変
化
〜
米

国
に
お
け
る
図
書
館
員
不
足
の
状
況

■
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
図
書
館
の
情
報
発
信：

コ
ン
テ
ン

ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
活
用

■
北
欧
の
移
民
・
難
民
へ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
―
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
事
例
か
ら

〈
動
向
レ
ビ
ュ
ー
〉

■
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
が
大
学
図

書
館
へ
及
ぼ
す
経
済
的
影
響
に
つ
い
て

■
米
国
国
立
医
学
図
書
館
と
図
書
館
情
報
学
国
家
委

員
会
に
よ
る
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

■
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
時
代
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

〈
研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー
〉

■
図
書
館
の
様
々
な
運
営
形
態

〈
刊
行
物
レ
ビ
ュ
ー
〉

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
‐

Ｅ』

で
見
る
２
０
０
５
年季

刊

四
二
〇
円

(

日)

全
国
書
誌
通
信

第
一
二
三
号

Ａ
４

二
六
頁

■
平
成
十
七
年
度
書
誌
調
整
連
絡
会
議
報
告

■
個
人
名
標
目
の
選
択
・
形
式
基
準

■
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
デ
ー
タ
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ

Ｂ
Ｎ
十
三
桁
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

■
日
本
全
国
書
誌
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
統
計

不
定
期
刊

四
八
三
円

(

日)
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



ホ
タ
ル
点
滅
の
不
思
議

地
球
の
奇
跡

大
場
信
義
編
著
・
写
真

横
須
賀
市
自
然
・

人
文
博
物
館
刊

(

〒
238-
0016

横
須
賀
市
深
田
台

九
五)

二
〇
〇
四
・
七

一
九
九
頁

Ａ
４

(R
A

531-H
90)

古
来
よ
り
ホ
タ
ル
の
光
は
人
の
心
を
引
き
付
け
て

き
た
。
古
く
は
奈
良
時
代
の

｢

日
本
書
紀｣

、
平
安

時
代
の

｢

万
葉
集｣

｢

源
氏
物
語｣

に�
蛍�
の
字

が
見
ら
れ
る
し
、｢

枕
草
子｣

に
は
夏
の
風
物
詩
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
ホ

タ
ル
は
売
買
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
浮
世
絵
に
も

ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
姿
は
描
か
れ
て
い
た
り
、
わ
ら
べ
歌

に
も
登
場
す
る
。
現
代
で
も
各
地
で
ホ
タ
ル
祭
り
が

催
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
考
え
て

み
る
と
ホ
タ
ル
の
習
性
は
お
ろ
か
姿
か
た
ち
さ
え
よ

く
思
い
出
せ
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
は
い
つ
も
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
ぼ
ん
や

り
と
放
つ
そ
の
光
を
見
る
の
み
だ
ろ
う
。

現
在
、
世
界
に
は
約
二
、〇
〇
〇
種
類
、
日
本
に

は
四
六
種
類
の
ホ
タ
ル
が
知
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
形

態
も
生
態
も
同
じ
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
ホ
タ
ル
の

幼
虫
が
発
光
す
る
の
に
対
し
て
、
ホ
タ
ル
の
成
虫
は

必
ず
し
も
発
光
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
成
虫
の
発

光
は
幼
虫
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
複

雑
だ
。
光
る
強
さ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
え
る
ど
こ
ろ

か
、
光
る
位
置
や
色
ま
で
も
変
え
る
こ
と
が
出
来
る

も
の
も
い
る
。
ま
た
、
同
じ
種
類
の
ホ
タ
ル
で
も
メ

ス
の
み
が
発
光
す
る
も
の
や
、
地
方
に
よ
っ
て
発
光

パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
も
の
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
発
光
だ
け
を
と
っ
て
も
ホ
タ
ル
は
千

差
万
別
だ
。
本
書

｢

ホ
タ
ル
点
滅
の
不
思
議｣

は
こ

の
よ
う
に
多
様
な
世
界
各
国
お
よ
び
日
本
の
ホ
タ
ル

を
、
写
真
を
交
え
て
解
説
し
て
い
る
。

本
書
は
三
章
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
章
で
は

ホ
タ
ル
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
発
光
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
ホ
タ
ル
の
形
態
、
生
態
、

行
動
、
進
化
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
各
章
の
は

じ
め
に
は
カ
ラ
ー
写
真
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

あ
る
の
で
文
字
に
よ
る
記
載
を
視
覚
的
に
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
発
光
生

物
に
関
し
て
も
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
て
、
ホ
タ
ル

に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
に
よ
る
発
光
現
象
も

解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
発
光
現
象
の

物
理
化
学
的
原
理
の
記
載
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

第
三
章
は
図
鑑
に
な
っ
て
い
て
、
よ
り
学
術
的
な

記
載
が
見
ら
れ
る
。
形
態
、
分
布
、
生
息
環
境
、
生

息
状
況
、
習
性
な
ど
が
、
図
を
交
え
て
か
な
り
詳
し

く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
形
態
学
、
系
統
学
、
生
理
学

な
ど
の
難
解
な
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
丁
寧
な

解
説
の
お
か
げ
で
、
素
人
で
も
読
み
通
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
ホ

タ
ル
と
ホ
タ
ル
に
関
わ
る
事
柄
が
広
く
記
載
さ
れ
て

お
り
、
読
者
に
包
括
的
な
知
識
を
提
供
し
て
い
る
。

本
書
は
昆
虫
や
環
境
に
興
味
の
あ
る
人
向
け
の
入

門
書
で
あ
っ
て
専
門
書
で
は
な
い
。
し
か
し
、
巻
末

の
参
考
文
献
に
は
論
文
か
ら
図
鑑
ま
で
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

環
境
破
壊
の
影
響
を
受
け
、
環
境
の
指
標
と
し
て

も
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
に
数
を
減
ら
し
た
ホ
タ
ル
だ
が
、

近
年
で
は
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
ホ
タ
ル
の
復
活
を

目
指
す
運
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
集
客
の
た

め
に
ホ
タ
ル
を
養
殖
し
て
い
る
温
泉
旅
館
も
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ホ
タ
ル
は
い
つ
の
時
代
も
様
々

な
人
間
の
営
み
に
影
響
を
受
け
続
け
て
い
る
の
だ
。
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広
く
世
界
に
分
布
し
て
、
決
し
て
珍
し
い
と
は
い

え
な
い
が
、
ホ
タ
ル
は
強
く
人
の
心
を
引
き
付
け
て

い
て
、
人
は
こ
の
生
物
の
光
を
絶
や
す
ま
い
と
努
力

し
て
い
る
。

(

前ま
え

川が
わ

直な
お

之ゆ
き)

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
デ
ジ
タ
ル
時
代
に

お
け
る
図
書
館
の
変
革

―
課
題
と
展
望
―｣

の
終
了

平
成
一
八
年
一
月
二
六
日
、
当
館

(
東
京
本
館)

に
お
い
て
、
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

三
〇
〇
余
の
会
場
の
座
席
を
埋
め
る
約
二
八
〇
名

が
参
加
し
た
。
当
館
の
電
子
図
書
館
事
業
は
、
ウ
ェ

ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
本
格
的
実
施
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
等
、
新
た
な
段
階
に
入
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
の
機
に
、

内
外
の
著
名
な
図
書
館
人
等
を
招
い
て
開
催
し
た

も
の
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
の
情
報
社
会
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
ア
ブ
デ
ル
ア
ジ
ズ
・
ア
ビ
ド
氏
、
図
書

館
情
報
大
学
名
誉
教
授
松
村
多
美
子
氏
、
英
国
図

書
館
リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー
館
長
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
等
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
示
唆
に
富
む
講
演
を
い
た
だ

い
た
。
当
館
か
ら
は
電
子
図
書
館
事
業
に
関
す
る
報

告
を
行
い
、
続
い
て
、
有
識
者
五
名
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。｢

情
報
の
流
通
と

ア
ク
セ
ス｣

に
つ
い
て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
鋭

い
切
り
口
で
課
題
等
の
提
起
が
あ
り
、
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
フ
ロ
ア
と
の
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
、
講
演
者
か
ら
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
活
気
に

満
ち
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
た
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、
本
誌
六
月
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

ブ
リ
ン
ド
リ
ー
英
国
図
書
館
長
と
当
館
幹
部

職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

平
成
一
八
年
一
月
二
七
日
に
リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー

英
国
図
書
館
長
と
当
館
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
同
館
長
は

｢

図
書
館
の
再
定
義
―
文
化

と
ブ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
変
化
の
管
理｣

と
題
し
て
、

二
〇
〇
〇
年
に
館
長
に
就
任
し
て
以
来
実
施
し
て
き

た
業
務
改
革
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

当
館
職
員
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
部
門
を
整

理
し
て
相
互
の
協
力
を
容
易
に
し
、
幹
部
に
は
外
部

専
門
家
も
登
用
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
た
組
織
改
革
や
、
自
ら
を
研
究
図
書
館
と

位
置
づ
け
、
企
業
等
に
出
向
い
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
す

る
な
ど
の
積

極
的
な
施
策

は
、
当
館
の

運
営
に
も
大

い
に
参
考
に

な
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ブ
リ
ン
ド
リ
ー
館
長
は
一
月
二
六
日
に
開
催
し
た

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
図

書
館
の
変
革
―
課
題
と
展
望
―｣

(

前
項
参
照)

の

講
師
と
し
て
当
館
が
招
へ
い
し
た
も
の
で
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は

｢

新
し
い
情
報
環
境
に
お
け
る
英
国
図

書
館
の
挑
戦｣

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、

当
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
と
関
西
館
を
視
察
、
関
西

館
で
は
電
子
図
書
館
事
業
、
文
献
提
供
サ
ー
ビ
ス
等

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

公
開
セ
ミ
ナ
ー

｢

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
を
め
ぐ
る

新
展
開
―
日
本
占
領
期
出
版
物
の
継
承
と
発

展
―｣

の
終
了

平
成
一
八
年
二
月
一
六
日
、
当
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
一
九
七
名

の
参
加
者
を
得
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
一
七

年
度
か
ら
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
マ
ッ
ケ
ル
デ
ィ
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ン
図
書
館
所
蔵
の
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

(

我
が

国
の
占
領
期
の
出
版
物
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン)
中
の
図
書
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化

し
て
収
集
す
る
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
当
館
主
題
情
報
部
長

岡
田
三
夫
か
ら
当
館
の
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
収

集
事
業
に
つ
い
て
の
紹
介
を
し
た
後
、
こ

の
機
会
に
来
日
し
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学

図
書
館
の
図
書
館
蔵
書
・
特
別
貴
重
書
部

長
で
あ
る
デ
サ
ダ
ー
・
ビ
コ
ー
氏
か
ら
プ

ラ
ン
ゲ
文
庫
の
各
種
検
索
ツ
ー
ル
等
に
つ

い
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
占
領

期
雑
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
で
あ
る
山
本
武
利
氏

(

早
稲
田
大
学
教

授)

か
ら
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、

『

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
児
童
書
目
録』

の
編
さ

ん
者
で
あ
り
、
児
童
書
検
閲
に
つ
い
て
の

研
究
に
も
携
わ
れ
て
い
る
谷
暎
子
氏

(

北

星
学
園
大
学
教
授)

か
ら
同
目
録
と
児
童

書
検
閲
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
っ
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NDL news 当館の最近の動き

｢子どものためのこどもの日おたのしみ会｣ 開催のお知らせ

４歳以上の子どもを対象とした ｢おたのしみ会｣ を､ 次のとおり行います｡

日 時 平成18年５月５日 (祝)

13:30､ 15:00 の２回

各回40分程度

場 所 国際子ども図書館１階

｢おはなしのへや｣

内 容 人形劇 (犬と猫とうろこ玉)､

絵本の読み聞かせ など

事前の申込みは不要です｡

問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館児童サービス課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49

TEL：03-3827-2053 (代表)

お 知 ら せ

第539号 (2006年２月) の訂正とお詫び

16頁下段後ろから３行目

2001年 → 2000年

22頁上段14行目

『錦�禽譜』 (23冊) 中の未公開資料５点 → 『錦�禽譜』 (23冊) 中の５点
お詫びして訂正いたします｡



『世界図絵』 (1657年初版) や､ ベルトゥーフの 『子どものための絵本』 (1790～1830

年) に始まり､ グリム童話集などが花開く19世紀のロマン主義の時代､ そしてホフマ

ンの同時代を経て近現代に至るドイツの子どもの本の歴史をたどります｡

『もじゃもじゃペーター』 は､ 日本ではあまり知られていませんが､ 会場を訪れてこ

の絵本に出会った子どもたちは､ 共感を持って､ もじゃもじゃペーターたちを受け入

れているようです｡

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■展示会関連講演会 (平成18年２月４日 (土) 終了)

吉原高志氏 ｢ドイツの子どもの本の歴史｣

当展示会監修者である吉原高志関東学院大学教授による講演会を開催しました｡

17世紀のヨーロッパにおける ｢子ども｣ という観念の発見､ その後のドイツ語圏を

中心とした子どもの本の紹介､ 子どもを独自の存在としてとらえ､ 一見啓蒙主義的で

あるが ｢ナンセンス｣ の要素も持つ 『もじゃもじゃペーター』 の成立についての説明

がありました｡ 続いて､ 20世紀以降のケストナーの文

学に見られるような対立と統一というドイツ的特質､

反権威主義的児童文学からファンタジーの復権に至る

子どもの本の流れを概観しました｡

会場の国際子ども図書館３階ホールでは､ 97名の参

加者がスクリーンで映し出された資料を見ながら､ 熱

心に聞き入りました｡

■展示会および ｢子ども読書の日｣ 関連講演会のお知らせ

テーマ ｢児童文学に見る子ども像―もじゃもじゃの系譜｣

日 時 平成18年４月22日 (土) 午後２時から

場 所 国際子ども図書館３階ホール

講 師 本田 和子氏 (前お茶の水女子大学学長)

髪は伸ばし放題､ 爪も切らない ｢もじゃもじゃペーター｣｡ ペーターをはじめ､ 児童

文学にたびたび登場する既成の道徳の枠に収まりきれない ｢いたずらっこ｣ たちは､

私たちに何を語りかけようとしているのでしょうか｡ ｢児童文学のもじゃもじゃたち｣

を中心に､ 児童文学に見る子ども像について講演していただきます｡

詳細は､ 国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) をご覧くだ

さい｡

問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

TEL 03－3827－2053 (代表)
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『もじゃもじゃペーター』 (Der Struwwelpeter) は､ 今から160年も昔にドイツで刊

行された絵本です｡ 1844年のクリスマスにドイツの精神科医として名高いハインリヒ・

ホフマンは､ ３歳の息子へのプレゼントとして､ 手書きの絵本を作りました｡ それが

翌年刊行されると､ またたく間に版を重ね､ 多くの言語に翻訳されて広まり､ 今でも

世界中で愛され続けています｡

この本には､ ｢もじゃもじゃペーター｣ を始め､ ｢悪がきフリードリッヒの話｣､ ｢マッ

チ遊びの悲しい話｣､ など10の ｢いたずらっこ｣ の話が､ 韻文と絵により描かれ､ 教育

的でありながらナンセンスなおかしさがあります｡

当展示会は､ この 『もじゃもじゃペーター』 を中心に､ ドイツ語圏の子どもの本約

230タイトルを大きな二つの流れにより構成しました｡

｢もじゃもじゃペーター

の歴史｣ では､ 同書の各国

語訳やそのパロディ等を展

示し､ 続いて児童文学に次々

と登場するペーターの子孫

ともいえる ｢いたずらっこ｣

たちの系譜を紹介していま

す｡

｢ドイツの子どもの本の

歴史｣ では､ コメニウスの

�� ��� ��������� ������������������������� �������������������� ���������� ��������������������� ������������������������������� ������
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◎第91回帝国議会 [臨時会] (昭和21年11月26日～12月25日)

新憲法施行に伴う付属法典整備

皇室典範､ 内閣法､ 参議院議員選挙法などが成立

◎第92回帝国議会 [通常会] (昭和21年12月28日～同22年３月31日)

最後の帝国議会－56年余の歴史に幕

国会法､ 裁判所法､ 労働基準法､ 教育基本法､ 財政法などが成立

**********************************************************************************************

なお､ 当館がデータを追加した３月６日は､ 昭和21年３月６日に日本政府が ｢����������｣ を発表したことにちなんでいます｡ この ｢帝国憲法改正草案要綱｣
などの日本国憲法制定関係資料は､ 当館の電子展示会 ｢��������｣ でご覧い
ただけます｡ ｢帝国議会会議録検索システム｣ トップページからもご利用できます｡����������������� http://teikokugikai-i.ndl.go.jp

＊国立国会図書館ホームページ [ http://www.ndl.go.jp ] からもアクセスできます｡

(トップページ →日本の国会・世界の議会 →帝国議会会議録)

[お問い合わせ先]

国立国会図書館調査及び立法考査局電子情報サービス課国会会議録係

TEL：03-3581-2331 (内線21420)

[帝国議会会議録検索システムを使って日本国憲法制定審議をみる･･･]

☆会議録をくまなく読む

この検索システムでは､ 当時秘密会だった帝国憲法改正案 (特別) 委員会の小委員会

会議録も提供しています｡ 帝国憲法改正案の審議を開始した昭和21年６月25日の衆議院

本会議から､ 貴族院審議を経て最終的に帝国憲法改正案を確定した同年10月７日の衆議

院本会議までの両院の会議録を､ 総合的にご覧いただくことができます｡

☆発言者で検索する

この検索システムの発言者指定機能を使い､ たとえば次のようなご利用ができます｡

[例]・政府側説明者の中心となった金森徳次郎国務大臣の発言をチェックする

・第１回帝国議会以来衆議院に議席を保持していた尾崎行雄議員が､ 民主主義の

心構えを訴えた昭和21年８月24日の演説を読む

・憲法学者の佐々木惣一議員､ 刑法学者の牧野英一議員など､ 貴族院の勅撰議員

として日本国憲法制定審議に参画した著名な学者の議論を読む

☆検索語､ 会議名などを組み合わせて検索する

戦後分の帝国議会会議録については､ フリーワードによる検索ができます｡

検索条件入力画面で､ たとえば､ 院名指定を ｢衆議院｣､ 会議名指定を ｢帝国憲法改

正案委員小委員会｣ とし､ 検索語指定欄に ｢戦争｣､ ｢交戦権｣､ ｢前項の目的｣ などの語

を入力して検索すると､ いわゆる ｢芦田修正｣ に至る審議部分にアクセスすることがで

きます｡
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｢帝国議会会議録検索システム｣ の公開データを追加

当館では､ ３月６日に ｢�������������｣ のデータを追加しました｡
今回追加したデータは､ 終戦直後の昭和20年９月から同21年10月までの間に開会され

た第88回～第90回帝国議会の会議録の画像およびテキストデータです｡ 今回の追加公

開により､ 戦後の帝国議会 (第88回～第92回) の会議録が､ すべてご利用いただける

ようになりました｡

今年､ 公布60周年を迎える日本国憲法は､ 帝国憲法の改正という形式で制定されま

した｡ 第90回帝国議会で行われたその審議の内容が､ このシステムでご覧になれます

ので､ 従来にも増して広くご活用いただけるものと存じます｡

引き続き､ 明治23年11月に開会した第１回帝国議会までの会議録データを､ 順次さか

のぼって公開する予定です (ただし､ 以後の追加データは画像データのみとなります)｡�������������� �������� �
◎第88回帝国議会 [臨時会] (昭和20年９月４日～９月５日)

戦争終結の経緯報告

◎第89回帝国議会 [臨時会] (昭和20年11月27日～12月18日)

日本国憲法制定に先がけて行われた戦後改革の端緒

婦人参政権を付与した衆議院議員選挙法改正法､ 農地制度改革のさきがけとなった農地調整

法改正法､ 労働組合法などが成立｡ 国家総動員法､ 戦時緊急措置法などを廃止

◎第90回帝国議会 [臨時会] (昭和21年６月20日～10月11日)

帝国憲法改正案を審議・可決

初の女性議員誕生 (衆議院)｡ 初登壇は昭和21年６月29日の衆議院本会議

帝国憲法改正案審議の開始 (吉田首相による帝国憲法改正理由の説明)

お 知 ら せ
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＜その他の検索ツール＞

国内の博士論文の包括的検索には､ NDL-OPACのほか国立情報学研究所の提供す

る ｢博士論文書誌データベース｣ (学術研究データベース・リポジトリ http://dbr.nii.

ac.jp/) が無料で利用できます｡ 同データベースは以前 ｢NACSIS-IR｣ で検索できた

｢GAKUI｣ のレコードを継承しており､ 加えて毎月１回 NDL-OPACの更新レコード

を受け入れていますので､ 検索できる博士論文書誌レコードの数は NDL-OPACより

も多くなっています｡ 残念ながら所蔵館の確認はできませんが､ 学位取得者名 (英字)

や学位授与年月日など検索可能項目が多いため国内博士論文に限定して検索する場合

にはとても便利です｡

また､ 最近では大学ごとに学位論文に関する情報やデータベースをウェブ上で提供

する事例が増えてきています｡ 機関リポジトリなどとの関連において博士論文を大学

の資産と位置付け､ 電子化していこうとの機運が高まっていることがその背景にある

ようです｡ 最近の博士論文については書誌情報だけでなく内容要旨や本文が見られる

場合もあります｡

ただし､ NDL-OPACも含め､ ウェブ上で利用できる情報やデータベースは古い博

士論文の調査には不十分です｡ 特に明治､ 大正､ 昭和前期の古い学位論文を調査する

場合には､ 『日本博士録』 などの冊子目録がいまだに威力を発揮します｡

＜結びにかえて＞

インターネット時代に入ってから､ 学術情報の流通は大きく変化してきています｡

博士論文を巡る状況もここ数年で大きく変わり､ 電子化など新しい課題も浮上してき

ました｡ 帝国図書館以来70年におよぶ収集の経緯と趣旨をふまえつつ､ 大学など関係

機関と新たな協力関係を築き､ 対応策を検討していく必要がありそうです｡

(関西館資料部文献提供課 福
ふく

田
だ

亮
あきら

)

＜おもな参考文献＞

外垣豊重：博士論文の収集とその経過について 『国立国会図書館月報』 205 1978 pp.2-9

博士論文 『科学技術文献サービス』 100/101 1993 pp.33-37

�
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関西館での博士論文の閲覧は毎月300件程度､ 東京本館での取寄せ閲覧も100件程度

あり､ コンスタントに需要のある資料であることが伺えます｡ 閲覧､ あるいは取寄せ

閲覧される博士論文の半分以上は平成12年以降に受け入れた比較的新しい博士論文で

あり､ 逆に NDL-OPACで検索できない古い博士論文は､ 閲覧､ 取寄せ閲覧を３か月

分合わせても10件にしかなりません｡ NDL-OPACへのデータ遡及入力を進めること

で､ また状況は変わっていくように思われます｡ 利用は医療・福祉､ 生物､ 化学､ 工

学､ 心理､ 経済､ 社会､ 歴史､ 芸術・文化など広い分野に渡り､ 特別な傾向は見られ

ません｡ また､ 郵送複写の申込みも毎月100件以上あり､ 全国的に博士論文の需要があ

ることを示しています｡

なお､ 博士論文の全冊複写には著作権者の許諾が必要ですが､ このことは余り知ら

れていないようです｡ 博士論文の郵送複写は表に示したように謝絶率が高いですが､

最も多い理由は著作権者の許諾なしの全冊複写申込みとなっています｡

＜資料の検索＞

平成18年１月末現在､ NDL-OPACで検索できる国内博士論文は主に1984年以降に

整理された約27万5,000件です｡ まだ NDL-OPACで検索できない資料については､ 関

西館総合閲覧室に設置されたカード目録で検索しています｡ 日本現代物理学の発展に

貢献した仁科芳雄氏の場合のように昭和初期の博士論文を NDL-OPACで検索できる

場合もありますが､ これはむしろ例外に属します｡ 関西館では､ 博士論文の所蔵レファ

レンスも行っていますので､ NDL-OPACで検索できないものについては電話で直接

お問い合わせください｡

NDL-OPACで､ 博士論文は ｢一般資料の検索／申込み｣ というボタンを押して検

索します｡ 博士論文のチェックボックスには必ずチェックを入れてください｡ NDL-

OPACでは､ 博士論文の論題や学位取得者名､ 授与機関名､ 授与年に加えて学位の種

類や報告番号を使って検索することができます｡ 次ページの検索画面例を参考にして

ください｡

学位にはかつて医学博士､ 文学博士など学位規則によって定められた学位の種類が

ありましたが､ 平成３年以降は学位の種類が廃止され､ ｢博士 (音楽学)｣ などのよう

に専攻分野を併記するようになっています｡ 学位の種類や分野は件名欄で検索するこ

とができます｡

報告番号は学位授与に際して大学で付与する番号です｡ 甲､ 乙の２種類があり､ 甲

が課程博士､ 乙が論文博士であることを示しています｡ 何々大学の甲あるいは乙第何

号と指定すれば論文と一意に対応します｡ 多くの博士論文は書誌情報にこの報告番号

が入力されていますので検索に活用してください｡

＜平成17年10月から12月までの国内博士論文申込状況＞

サービスの種類/月 10月 11月 12月

閲覧 (関西館) 302件 299件 299件

取寄せ閲覧 (東京本館) 111件 101件 105件

郵送複写/うち謝絶 148件/49件 121件/58件 119件/55件

※閲覧と取寄せ閲覧は申込日､ 郵送複写は処理の終了日で加算した月別申込件数です｡
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が文部省で保管する現在および将来の博士論文を永久保存し､ あわせて研究者の閲覧

参考の用に供することが決まり､ 昭和10年春から実際に移管がはじまりました｡ 以降､

各大学から文部省へ､ 文部省から帝国図書館へという収集ルートが確立し､ 第二次大

戦後は帝国図書館から NDLへと継承されていくことになります｡ 戦後､学位令は廃止

され､ 新たに学位規則 (昭和28年４月１日文部省令第９号) が制定されて学位授与権

は大学に移りますが､ 博士の学位を授与した場合にはその学位論文とともに文部大臣

に報告することとされ､ 文部省に集められた博士論文はNDLへと移管され続けました｡

しかし､ その後の社会的要請から次第に大学院の増設や定員枠拡大が進み､ 博士論

文数が飛躍的に増加して事務処理を圧迫するようになると､ 文部省はこの仕組みの見

直しを図ります｡ 学位規則の一部改正 (昭和49年６月20日文部省令第29号) により､

博士論文は文部大臣に対する提出必要項目から除外されることとなりました｡ 博士論

文収集の根幹にかかわるだけに､ NDLでは帝国図書館以来の実績､ 博士論文を集中的

に保管し国民に提供することの意義を強調し､ 各大学から NDLへの学位論文直接送

付を省令の中に規定するよう文部省に申し入れましたが､ 結局､ そのような規定は実

現しませんでした｡

規則改正後も､ NDLは学位論文送付継続の要望を再度提出します｡ この要望に応え

る形で､ 文部省は昭和50年３月18日付け文大大第150号 ｢博士の学位授与に関する報告

等について (通知)｣ により､ 昭和50年４月１日以降授与の博士論文については NDL

へ直接送付するよう大学院博士課程を置く各大学長あてに通知を行いました｡ この通

知に基づき､ 各大学から博士論文を直接送付 (寄贈) していただくようになり､ 平成

14年には送付先が関西館に移り､ 現在に至っています｡

関西館では､ 平成18年１月末現在で､ 約45万人分の国内博士論文を所蔵しており､

収集率は､ 平成10年度から平成12年度までのサンプル調査をしてみたところ､ 96％程

度となっています｡ 納本制度によらず高い収集率を実現しているという点で､ NDLの

所蔵する国内資料では異色の存在ともいえそうです｡

＜保存の風景＞

博士論文は主論文､ 副論文､ 参考論文など複数の論文で構成されるものが多く､ 基

本的に１人分が１つの封筒に収められて書架に並びます｡ １つの封筒に収まりきらな

い､ 分量の多いものについては複数の封筒に分けて収められます｡ 全体的に見て人文・

社会系の博士論文の方が分厚いものが多いようです｡ 医学など分野によっては､ 雑誌

投稿論文の薄い抜刷数冊で構成されているような博士論文もあります｡

関西館では岡潔氏､ 湯川秀樹氏､ 福井謙一氏など著名な科学者や和辻哲郎氏､ 手塚

治 (治虫) 氏など往年の文化人の手になる歴史的価値の高い博士論文を多数所蔵して

います｡ しかし､ 古い博士論文の多くは青焼やインクが退色してほとんど読めなくなっ

ていたり､ 素材が酸性紙であるため封筒や論文自体が変色したり､ あるいは強度が落

ちるなど劣化が進み危険な状態にあります｡ 媒体変換も含めて保存のための措置を早

急に講じていく必要があります｡

＜博士論文の利用＞

平成17年10月から12月までの３か月間について博士論文の申込状況を調査してみま

した｡ 結果は､ 次ページの表にまとめてあります｡
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【連載目次】

１. 科学技術資料－はじめに (538号)

２. 洋雑誌 (539号)

３. 国内博士論文 (本号)

４. 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (次号)

５. 科学技術資料－ (テクニカルレポートなどの専門資料群を５回で)

６. アジア資料

＜国内博士論文の価値＞

博士論文とは､ 博士の学位を取得するために大学などに提出され､ 審査を受ける学

位請求論文のことです｡ 我が国の学位には､ 博士のほか､ 修士､ 学士､ また法務博士

などの専門職学位があり､ 平成17年には短期大学士が新たに加えられました｡ 博士は､

数ある学位の中でも最高学位として位置づけられ､ 独立かつ独創的な研究能力や一定

以上の研究業績などが授与の要件とされています｡

博士論文を書く人の多くは､ 若手､ あるいは新進の研究者です｡ 斬新なアイディア

が盛り込まれた研究や他に研究者がいないような主題を扱ったものが少なくありませ

ん｡ 先行研究レビューが充実していることや､ 参考文献やデータが豊富であるといっ

た特色もあります｡ また､ 日本にはいわゆる ｢論文博士｣ の仕組みがあり､ 1973年の

ノーベル物理学賞を受賞した江崎玲於奈氏のように研究機関や民間企業で研究業績を

挙げた人が論文を提出して学位を取得する場合もあります｡

このように充実した内容を含んでいるにもかかわらず､ 博士論文は日本の学術研究

においてはあまり参照されないようです｡ 学位取得以前に博士論文のエッセンスが学

術雑誌などですでに公表されている場合が多いということが一つの理由かもしれませ

んが､ もっと大きな原因があるように思います｡ それは､ 博士論文がとても利用しに

くい状態にあることです｡ 印刷出版され､ 一般の商業ルートに乗るものは少なく､ 大

半の博士論文は学位授与機関か国立国会図書館 (以下､ NDLと略) でしか閲覧するこ

とができない状態にあります｡

＜博士論文の収集小史＞

現在に至るまで､ NDLでは博士論文を納本資料としてではなく､ 寄贈資料として扱っ

ています｡ その背景を理解するために､ 博士論文収集の経緯について紹介しておきま

しょう｡

NDLにおける博士論文収集は昭和10年にさかのぼります｡ 当時､ 博士論文は学位令

(大正９年勅令第200号) の第6条に基づき大学から文部大臣に対して学位授与の認可を

申請する際に文部省に提出され､ 保管されていましたが､ 国民には公開されていませ

んでした｡ 関東大震災 (大正12年９月) でそれまで保存してきた分がすべて焼失した

ことへの反省もあり､ 文部省はこの貴重な学術文献の保管と提供について意欲を示し

ていた帝国図書館 (NDLの源流の１つ) と協議を重ねます｡ 協議の結果､ 帝国図書館
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枠組みである RDF (Resource Description Framework) を取り上げてみます｡

ダブリン・コアのDublin Core Metadata Element Set (DCMES) では､ メタデー

タを記述する際の15の基本要素 (タイトル､ 作成者､ 日付､ 内容記述､ 主題､ 情報の

タイプなど) を定めており (本誌523号参照)､ 現在は国際標準にもなっています (ISO

15836)｡ より厳密なメタデータを記述するための定義も行われ (例えば､ 日付でも作

成日なのか更新日なのか)､ 図書館コミュニティをはじめとして広く定着しつつありま

す｡ また､ ダブリン・コアは次に説明する RDFの ｢プロパティ｣ に組み入れられる

などして､ 様々な場面で応用して用いられています｡

RDFは異なるアプリケーション間でのデータのやりとりが機械的に可能となるよう

に定めたデータ構造のモデルの枠組みです｡ ｢記述対象である情報資源｣ ｢プロパティ｣

｢プロパティの値｣ の３つの要素で文が構成され､ その繰り返しでメタデータが記述さ

れます｡ RDFは､ XML (文書やデータの意味や構造を記述するための記述言語の一

種) の構文で表現されるのが一般的です｡

このようにして記述されるメタデータは､ ウェブページにおいて､ これまでは HT

MLファイルに ｢メタタグ｣ として記述されていました｡ 最近では RDFに従った X

MLデータとして記述されることが多くなっています｡

＜国立国会図書館の電子図書館サービスとメタデータ＞

様々な情報資源を扱う電子図書館サービスにおいても､ 有益な検索のためにメタデー

タの付与は不可欠です｡

当館では､ DCMESに準拠した ｢国立国会図書館メタデータ記述要素｣ を2001年に

策定しています｡ 現在これを当館の電子図書館サービスの一つである ｢インターネッ

ト資源選択的蓄積実験事業：WARP｣､ ｢データベース・ナビゲーション・サービス：

Dnavi｣､ ｢デジタルアーカイブポータル (プロトタイプシステム)｣ などで試験的に採

用､ またはそれを元に一部拡張して用いています｡

また､ 他機関と情報資源を共有・連携したサービスを視野に置き､ 当館と他機関と

が協力してメタデータ形式の調整を行い普及させていく必要もあると考えています｡

策定から数年経った今､ これまでの検証で得られた知見を反映した ｢国立国会図書館

メタデータ記述要素｣ の改訂版を策定する予定です｡

さらに､ 電子図書館サービスの基盤となるデジタル・アーカイブの構築にあたって

は､ 情報を探し出すための記述メタデータだけでなく､ 長期的な情報資源の保存のた

めのメタデータも必要です｡ 国際標準規格ともなっている OAIS (Open Archival

Information System) 参照モデル (ISO 14721) に示された情報パッケージの概念と､

それに基づいて行われているメタデータの枠組みは､ 電子情報の長期保存システム構

築のためのモデルとなっています｡

メタデータは､ 情報の検索において､ また電子情報の交換や保存に

おいて､ 地道で一見目立つものではありませんが､ デジタル社会にとっ

て実は影の立役者と言えるかもしれません｡

さて､ 2004年10月号から続けてきましたこの連載は今回が最後です｡

これまで､ 様々な観点から当館の電子図書館サービスを紹介してきま

した｡ この連載を通して電子図書館を身近に感じ､ 理解していただけ

たなら幸いです｡ (総務部企画課電子情報企画室 久
きゅう

古
こ

聡
さと

美
み

)
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＜メタデータって何？＞

インターネット上には､ 文字､ 画像､ 動画など色々な種類の膨大な情報があります｡

ここでは､ その中から欲しい情報を探し出せるようにする方法を考えてみましょう｡

まず､ ｢お花見｣ に関する情報､ 中でも ｢お花見｣ や ｢桜｣ が映っている画像や動画

を探したいとします｡ 画像や動画には文字情報がないので､ そのままでは ｢お花見｣

や ｢桜｣ などのキーワードから探し出すことはできません｡ そこで､ 文字の形で画像

や動画に ｢お花見｣ ｢桜｣ に関するものであることを示す情報を付与しておけば､ キー

ワードから探すことが容易になります｡

次に､ ｢今年の春一番が吹いた日｣ に関する記事を探したいとします｡ この場合は､

情報源の文字列を ｢今年｣ ｢春一番｣ などの情報をキーワードとして検索ができそうで

す｡ しかし､ その情報に加えて､ タイトル､ 情報の作成者､ 日付などの､ それがどん

な情報で誰がいつ頃書いた記事であるか等を特定できる事柄を記述したデータがある

と､ より的確に求める情報を探し出すことができるでしょう｡

このように､ タイトルや作成者､ キーワード､ 主題､ 概要といった情報に関する情

報をメタデータと呼んでいます｡

メタデータはインターネット上のデジタル情報資源に対して付与するデータを指す

のが一般的ですが､ 広義には､ 図書館目録でなじみ深い本や雑誌などの書誌データも

含まれます｡

＜メタデータの記述＞

では､ メタデータはどう記述したらよいのでしょう？ これについては､ 記述の対象

や形式を定めた標準が複数存在します｡ メタデータが標準化した記述にのっとってい

れば､ 様々な情報を統一的､ 効果的に探し出すことができ有効です｡ よく知られてい

るものとして､ メタデータの記述要素を定めたダブリン・コアとメタデータの構造の

�������������
いつでもどこでもだれでも

第18回
(最終回)

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (532号)

レファレンス協同データベース事業 (533号)

電子情報の保存と利用保証 (534号)

電子図書館サービスの目標と今後 (535号)

・ウェブサイトの収集・保存 (536号)

・デジタル資源を著作単位で収集・保存する (537号)

・情報資源に関する情報の充実：ナレッジデータベース

(538号)

・どこまでできる？デジタル情報のワンストップポー

タル：デジタルアーカイブポータル (539号)

・電子図書館とメタデータ (本号､ 最終回)
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第142回常設展示 経済誌から見た戦前

―関東大震災・昭和恐慌・二･二六事件― 平成18年３月22日～５月16日

100年前から読み継がれている雑誌をご存知でしょうか｡

雑誌にも色々ありますが､ 現在でも幅広く読まれている経済誌の歴史は古く､ 中で

も 『週刊東洋経済』 の源流は明治28年にまでさかのぼります｡ また､ 『週刊ダイヤモン

ド』 は大正２年､ 『週刊エコノミスト』 も大正12年には創刊されていました｡

第142回常設展示では､ 主に戦前の経済誌の中から､ 関東大震災､ 昭和恐慌､ 二･

二六事件を扱っている記事を中心に当時を振り返ります｡ 近年､ 日本は不況に苦しみ

ましたが､ 70年近く昔の大正後期から昭和初期にかけても､ 同様に不況に悩まされて

いました｡ 今回の展示では､ 当時の経済､ 社会に大きな衝撃を与えた三つの事件を特

集します｡

第１章では関東大震災を取り上げます｡ 大正12年９月１日､ 関東地方をマグニチュー

ド7.9の大地震が襲いました｡ 地震後に発生した火災のために被害は拡大し､ 震災恐慌

を誘発するなど日本社会は多大な打撃を受けました｡ 本章では､ 当時の経済誌の来歴

を解説しつつ､ 各誌がどのように震災を報じたのかをご紹介します｡

第２章では昭和恐慌を扱います｡ 関東大震災以後､ 震災恐慌､ 金融恐慌と日本は不

況にあえぎました｡ さらに昭和４年10月24日のニューヨーク株式市場の大暴落､ 昭和

５年１月11日の金解禁実施等により不況は深刻化し､ 昭和恐慌が訪れます｡ 本章では､

『東洋経済新報』 (『週刊東洋経済』 の継続前誌) と 『エコノミスト』 を中心に当時の記

事を時系列で追っていきます｡

第３章では二･二六事件に焦点を当てます｡ 昭和６

年12月､ 昭和恐慌の最中に大蔵大臣に就任した高橋是

清は､ 景気回復策として軍備を含めた積極的な公共投

資を行いました｡ この政策が功を奏し景気が上向きに

なると､ 以後は財政の悪化を防ぐため軍事費の抑制を

図りました｡ しかし､ これは軍部の反発を招き､ 昭和

11年､ 高橋は二･二六事件により非業の死を遂げます｡

本章では､ 戒厳令が敷かれ､ 報道・出版統制が行われ

る中､ 経済誌が事件をどのように記したのかをご紹介

いたします｡

経済誌は､ 変化の激しい経済の様子を伝え続けてい

ます｡ 過去の資料を振り返ることにより､ 当時の人々

に何が語られてきたのか､ その記事は現在とどのよう

な共通点､ 相違点を持つのかを感じていただければと

思います｡

(青
あお

山
やま

真
ま

紀
き

・大
おお

山
やま

聡
さとし

・小
こ

針
はり

泰
たい

介
すけ

)

540号／2006③国立国会図書館月報 ― 40―

本を魅せる 常設展示案内�

『東洋経済新報』 第1381号
昭和５年１月11日発行 表紙

<当館請求記号 Z3-38>



国 立 国 会 図 書 館 月 報

発 行 所 国 立 国 会 図 書 館

編 集
矢 部 明 宏

責 任 者

〒 100－8924 東京都千代田区永田町1－10－1

電 話 03 (3581) 2 3 3 1 (代表)

ＦＡＸ 03 (3597) 5 6 1 7

E-mail geppo＠ndl.go.jp

平成18年３月号 (№540)

平成18年３月20日発行 定価231円
(税込､送料別)

印 刷 所
有隣堂印刷株式会社

発 売 元

〒 140－0004 東京都品川区南品川6－2－10

電 話 03 (5479) 8 7 2 1 (代表)

ＦＡＸ 03 (5479) 8 7 2 0

E-mail cap15650＠pop01.odn.ne.jp

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡ 本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､
事前に当館総務部総務課に連絡してください｡ 本誌517号以降､ PDF 版を当館ホームページ
(http://www.ndl.go.jp ― ｢刊行物｣ ― ｢国立国会図書館月報｣) でご覧いただけます｡

表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Shokubutsugaku yogo taiyakucho (Draft of Shokugaku yakusen)

(Random notes on rare books, 457)

The roles of the National Diet Library 1

Third mutual visit program with the National Assembly Library

of Korea: For better services to parliaments 5

Training program for information specialists for Japanese

studies in FY 2005 12

Practical workshop for librarians on early Japanese books

FY2005 14

NDL viewed by on-site users: report of user questionnaire survey

FY2005 15

Tidbits of information on NDL 11

Monthly official report 26

Publications from NDL 26

Books not commercially available 27

NDL news 28

Collections of the Kansai-kan (3) 37

Digital library services page 39

Prewar period viewed in economic magazines：the Great

Kanto Earthquake, Showa Depression, February 26th

Incident - Guide to regular exhibition, 18) 40

＜Announcement＞

Announcement of regular exhibition 11

Announcement of the employment examinations for fiscal

2006 22

Special event for children on Children's Day 29

Exhibition at the International Library of Children's

Literature: Struwwelpeter and other German children's

books 31

Data added to the Database System for the Minutes of the

Imperial Diet 33������������������������
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